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西
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か
つ
て
住
ん
で
い
た
九
州
の
山
間

に
今
で
い
う
産
直
の
よ
う
な
茶
店
が

あ
り
ま
し
た
。
近
く
の
女
性
た
ち
が

割
烹
着
を
着
て
地
域
な
ら
で
は
の
饅

頭
を
作
っ
た
り
、
地
元
の
野
菜
を
売

っ
た
り
し
て
い
ま
し
た
。
そ
の
名
が

「
若
妻
の
店
」
と
言
っ
て
、
そ
の
地

域
の
農
家
に
嫁
い
だ
若
い
奥
さ
ん
た

ち
が
、
先
輩
主
婦
に
地
元
の
味
を
教

わ
り
な
が
ら
お
店
を
運
営
し
て
い
ま

し
た
。
そ
の
活
動
に
憧
れ
て
名
前
を

頂
戴
し
た
の
で
、
若
い
主
婦
が
集
う

か
ら
「
若
妻
の
会
」
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
悪
し
か
ら
ず…

…

。

　
地
域
に
関
わ
り
日
々
楽
し
く
暮
ら

す
上
で
、
私
た
ち
が
大
切
に
し
て
い

る
こ
と
は
環
境
と
食
で
す
。

　
一
つ
目
の
環
境
で
す
が
、
エ
コ
な

暮
ら
し
を
始
め
た
い
と
い
う
方
に
は

ダ
ン
ボ
ー
ル
コ
ン
ポ
ス
ト
を
お
勧
め

し
て
い
ま
す
。
特
に
震
災
以
降
は
ま

す
ま
す
エ
コ
に
対
す
る
意
識
が
向
上

し
、
関
心
の
あ
る
方
も
増
え
て
い
ま

す
。
と
こ
ろ
が
、
ご
み
減
量
や
リ
サ

イ
ク
ル
率
は
ま
だ
ま
だ
進
ん
で
い
な

い
の
が
現
状
で
す
。
家
庭
か
ら
出
る

生
ご
み
は
ご
み
全
体
の
約
40
％
、
そ

の
生
ご
み
の
90
％
は
水
分
で
す
。
私

た
ち
は
栄
養
の
あ
る
水
分
を
、
わ
ざ

わ
ざ
燃
料
を
使
っ
て
燃
や
し
、
そ
の

　
議
長
交
際
費
と
は
、
議
会
議
長
が
冠
婚
葬
祭

や
各
種
行
事
な
ど
対
外
的
な
活
動
を
す
る
た
め

に
要
す
る
経
費
の
こ
と
で
、
交
際
費
の
予
算
科

目
か
ら
支
出
さ
れ
る
経
費
の
こ
と
で
す
。

　
本
町
議
会
で
は
よ
り
透
明
性
の
あ
る
開
か
れ

た
議
会
を
目
指
す
た
め
、
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
ペ

ー
ジ
で
団
体
名
と
金
額
を
公
開
し
て
い
ま
す
。

　
ち
な
み
に
丸
亀
市
で
は
原
則
と
し
て
上
限
を

１
万
円
以
内
、
坂
出
市
は
項
目
ご
と
に
１
万
円

以
内
、
５
千
円
以
内
と
決
め
て
い
ま
す
。
本
町

で
は
５
千
円
か
ら
１
万
円
が
多
く
、
年
間
予
算

は
80
万
円
で
す
。
も
ち
ろ
ん
、
税
金
で
す
！

　
皆
さ
ま
の
ご
意
見
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

水
分
の
た
め
に
焼
却
炉
を
傷
め
て
い

ま
す
。
そ
こ
で
、
家
庭
か
ら
出
る
生

ご
み
を
堆
肥
に
し
て
畑
に
使
用
し
た

い
と
考
え
ま
し
た
。

　
二
つ
目
は
食
、
堆
肥
を
使
っ
た
畑

の
実
り
を
そ
こ
で
頂
け
る
よ
う
に
、

小
さ
な
循
環
生
活
の
仕
組
み
作
り
に

も
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
畑
で
採
れ

た
旬
の
野
菜
を
使
っ
て
の
ピ
ザ
窯
イ

ベ
ン
ト
や
漬
物
・
梅
干
し
作
り
も
楽

し
ん
で
い
ま
す
。

　
今
後
の
活
動
で
は
、
宇
多
津
の
古

街
を
歩
く
イ
ベ
ン
ト
、
「
宇
多
津
古

街
マ
ル
シ
ェ
」
を
２
月
15
日
に
企
画

し
て
い
ま
す
。
寒
い
時
期
で
は
あ
り

ま
す
が
、
こ
め
っ
せ
、
三
角
邸
、
古

街
、
公
楽
、
ト
ナ
リ
食
堂
を
会
場
に

人
気
の
お
店
を
集
め
、
食
の
お
祭
り

を
開
催
し
ま
す
。
宇
多
津
の
古
い
町

並
み
を
ご
存
知
な
い
方
が
来
ら
れ
る

こ
と
で
町
の
良
さ
を
知
っ
て
頂
き
、

た
く
さ
ん
の
方
と
関
わ
り
を
持
っ
て

い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
今
年
は
未
年
で
す
。
12

年
前
は
ど
ん
な
年
だ
っ
た

の
で
し
ょ
う
か
。
イ
ラ
ク

の
フ
セ
イ
ン
政
権
が
崩
壊
、

｢

冬
の
ソ
ナ
タ｣

が
ヒ
ッ
ト

し
韓
流
ブ
ー
ム
に
火
が
つ

く
、「
六
本
木
ヒ
ル
ズ
」が

オ
ー
プ
ン
し
ヒ
ル
ズ
族
が

誕
生
、｢

日
本
郵
政
公
社｣

が
発
足
、「
ノ
ン
ア
ル
コ
ー

ル
ビ
ー
ル
」
が
発
売
と
い
う

年
で
し
た
。
あ
ま
り
変
わ

っ
て
い
な
い
気
も
し
ま
す

が
、
懐
か
し
く
感
じ
ら
れ

ま
す
。
今
よ
り
景
気
が
良

か
っ
た
と
実
感
で
き
ま
す
。

　
町
民
の
皆
さ
ま
が
、
羊

の
よ
う
に
穏
や
か
な
一
年

を
過
ご
さ
れ
ま
す
よ
う
祈

っ
て
い
ま
す
。
議
会
広
報

は
行
政
の
動
き
を
的
確
に

お
伝
え
す
る
よ
う
努
力
し

て
ま
い
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
大
松
喜
次
郎

堆肥で育てた
　　　サツマイモ　

手作りのピザ窯での
イベント

平成26年 第4回定例会
一般質問に９人
議会報告会
意見交換会

「応援しょうでぇ～、宇多津っ子」

6

2

15

19

17

知
っ
て
い
ま
す
か
？

議
長
交
際
費

議
長
交
際
費

議長杯ゲートボール大会賞品代   30,000円
建設業協会総会懇親会　　　　　20,000円
記念品代（商工功労者表彰）　　20,000円
町民ゴルフ大会協賛金　　　　　20,000円
商工会歳末大売り出し寄贈品代　20,000円
Art  Award　議長賞　　        　20,000円
　※高額なもの６項目です。毎月の交際費は
　Facebook  宇多津町議会で閲覧できます。

歳旦祭で「浦安の舞」を踊る女の子たち（詳しくは⑲ページ）

わ
か

　づ
ま
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本会議 議員の賛否
◯  賛成　×  反対　欠  欠席（議長は、賛否同数の時のみ可否を決定する）

主　な　審　議　案　件 西本 濵中 柴村 宮本 大松 池田 青木 藍川 井原

平成25年度宇多津町一般会計歳入歳出決算（前回継続審査）

平成26年度宇多津町一般会計補正予算（第３号）

平成26年度宇多津町一般会計補正予算（第４号）

平成26年度宇多津町国民健康保険特別会計補正予算（第１号）

平成26年度宇多津町介護保険特別会計補正予算（第２号）

平成26年度宇多津町下水道事業特別会計補正予算（第１号）

宇多津町情報公開条例の一部を改正する条例

宇多津町一般職の職員の給与に関する条例の一部を改正する条例

宇多津町保育の実施に関する条例の一部を改正する条例

宇多津町放課後児童育成クラブ条例の一部を改正する条例

認
定
承
認

議
　        

案

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

　

井上

◯
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◯

◯

◯

◯

◯

◯

◯

◯

◯

◯

◯
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◯
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◯
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◯
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◯
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◯
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◯
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◯
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◯
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◯

◯

◯

◯

◯

◯

◯
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◯

◯

◯

◯

◯

　

◯

◯

◯

◯

◯

◯

◯

◯

◯

◯

◯

◯

◯

◯

◯

　

主
な
内
容

宇多津町放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する規
準を定める条例
宇多津町子どものための教育・保育給付に係る利用者負担額
を定める条例
宇多津町特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営
に関する基準を定める条例

宇多津町国民健康保険条例の一部を改正する条例

宇多津町家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定
める条例

条
例
改
正
等

庁舎耐震改修、
業者選定へ

庁舎耐震改修、
業者選定へ

庁舎耐震改修、
業者選定へ

　
平
成
26
年
第
４
回
定
例
会
は
12
月
８
日
か
ら
17
日
ま
で
開
催
し
、
議
案
15
件
、
継
続
審
査
1
件
、

承
認
1
件
を
審
議
し
ま
し
た
。
本
会
議
に
お
い
て
、
原
案
を
全
て
可
決
及
び
承
認
し
ま
し
た
。

　
一
般
質
問
は
12
月
10
日
、
11
日
に
行
な
い
、
議
論
を
交
わ
し
ま
し
た
。

平
成
26
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

（
1
億
4
7
9
7
万
円
）

・ 

庁
舎
耐
震
等
改
修
事
業
工
事
費

　
　
庁
舎
の
耐
震
補
強
及
び
改
修
な
ど
の
設
計
施
工
業
者

　
　
へ
の
着
手
金

・ 
交
通
安
全
対
策
費

　
　
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
27
か
所
の
修
繕
費

・ 

太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
設
置
整
備
事
業
費

　
　
5
軒
分
の
追
加
補
助

・ 

町
営
住
宅
解
体
費

　
　
田
町
、
浦
町
、
十
楽
寺
、
津
ノ
郷
の
町
営
住
宅
の
6

　
　
棟
9
軒
の
解
体
工
事
費

・ 

ゾ
ー
ン
30
道
路
改
良
事
業
費

　
　
時
速
30
㎞
制
限
を
し
た
宇
多
津
小
学
校
周
辺
の
通
学

　
　
路
の
カ
ラ
ー
化
や
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
の
設
置
費

・ 

防
災
対
策
費

　
　
海
抜
表
示
板
の
設
置

  

　
　
　
　
　

 

　
　
　
　
　
　
　

  

全
会
一
致
で
可
決

・
宇
多
津
町
放
課
後
児
童
健
全
育
成
事
業
の
設
備
及
び
運
営
に
関
す

　る
規
準
を
定
め
る
条
例

（
要
旨
）
共
働
き
家
庭
な
ど
留
守
家
庭
の
児
童
に
対
し
て
、
放
課
後
の
適
切

　
な
遊
び
や
生
活
の
場
を
与
え
て
、
そ
の
健
全
な
育
成
を
図
る
た
め
、
児
童

　
福
祉
法
が
改
正
さ
れ
た
。
こ
の
中
で
、
放
課
後
児
童
育
成
ク
ラ
ブ
の
質
を

　
担
保
す
る
観
点
か
ら
設
備
及
び
運
営
の
基
準
を
定
め
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

   

　

 

　
　
　
　
　全
会
一
致
で
可
決

・
宇
多
津
町
子
ど
も
の
た
め
の
教
育
・
保
育
給
付
に
係
る
利
用
者
負

　担
額
を
定
め
る
条
例

（
要
旨
）
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
法
に
基
づ
き
負
担
額
を
定
め
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

   

　

 

　
　
　
　
　全
会
一
致
で
可
決

・
宇
多
津
町
特
定
教
育
・
保
育
施
設
及
び
特
定
地
域
型
保
育
事
業
の

　運
営
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
条
例

・
宇
多
津
町
家
庭
的
保
育
事
業
等
の
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準

　を
定
め
る
条
例

（
要
旨
）
特
定
教
育
・
保
育
施
設
（
保
育
所
、
認
定
こ
ど
も
園
、
新
制
度
に

　
移
行
す
る
幼
稚
園
）
及
び
地
域
型
保
育
事
業
（
家
庭
的
保
育
、
小
規
模
保

　
育
、
事
業
所
内
保
育
、
居
宅
訪
問
型
保
育
）
の
運
営
基
準
を
定
め
る
。
地

　
域
型
保
育
事
業
は
市
町
村
で
認
可
す
る
た
め
、
設
備
及
び
運
営
の
認
可
基

　
準
を
定
め
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

   

　

 

　
　
　
　
　全
会
一
致
で
可
決

・
宇
多
津
町
国
民
健
康
保
険
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

（
要
旨
）
1
月
か
ら
健
康
保
険
法
施
行
令
の
改
正
の
た
め
改
正
す
る
。
現
在

　
出
産
育
児
一
時
金
が
39
万
円
で
あ
る
が
、
40
万
4
千
円
に
な
る
。
脳
性
ま

　
ひ
予
防
の
た
め
の
加
算
3
万
円
は
従
来
通
り
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

   

　

 

　
　
　
　
　全
会
一
致
で
可
決

・ 

宇
多
津
町
情
報
公
開
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

（
要
旨
）
香
川
県
情
報
公
開
条
例
の
改
正
な
ど
、
公
文
書
の

　
開
示
請
求
権
を
何
人
に
も
認
め
て
い
る
昨
今
の
社
会
情
勢

　
を
鑑
み
、
開
示
請
求
者
の
制
限
を
撤
廃
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

   

　
　全
会
一
致
で
可
決

・
宇
多
津
町
保
育
の
実
施
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改

　正
す
る
条
例

（
要
旨
）
子
ど
も
子
育
て
支
援
法
の
実
施
に
伴
い
、
保
育
の

　
必
要
性
の
認
定
に
関
し
必
要
な
事
項
を
定
め
る
。
一
か
月

　
当
た
り
の
就
労
時
間
が
48
時
間
以
上
で
あ
る
こ
と
な
ど
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

　
　

 

全
会
一
致
で
可
決

・
宇
多
津
町
放
課
後
児
童
育
成
ク
ラ
ブ
条
例
の
一
部
を

　改
正
す
る
条
例

（
要
旨
）
放
課
後
児
童
育
成
ク
ラ
ブ
の
利
用
対
象
児
童
の
範

　
囲
を
拡
大
し
、
よ
り
利
用
し
や
す
く
す
る
た
め
に
改
正
す

　
る
。
町
内
に
住
所
が
あ
れ
ば
町
外
の
小
学
校
に
通
う
小
学

　
生
も
利
用
対
象
児
童
と
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

   

　

 

全
会
一
致
で
可
決

平
成
26
年
　
第
４
回
定
例
会

平
成
26
年
　
第
４
回
定
例
会

補
正
予
算
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本会議 議員の賛否
◯  賛成　×  反対　欠  欠席（議長は、賛否同数の時のみ可否を決定する）

主　な　審　議　案　件 西本 濵中 柴村 宮本 大松 池田 青木 藍川 井原

平成25年度宇多津町一般会計歳入歳出決算（前回継続審査）

平成26年度宇多津町一般会計補正予算（第３号）

平成26年度宇多津町一般会計補正予算（第４号）

平成26年度宇多津町国民健康保険特別会計補正予算（第１号）

平成26年度宇多津町介護保険特別会計補正予算（第２号）

平成26年度宇多津町下水道事業特別会計補正予算（第１号）

宇多津町情報公開条例の一部を改正する条例

宇多津町一般職の職員の給与に関する条例の一部を改正する条例

宇多津町保育の実施に関する条例の一部を改正する条例

宇多津町放課後児童育成クラブ条例の一部を改正する条例

認
定
承
認

議
　        

案

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―
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◯
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主
な
内
容

宇多津町放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する規
準を定める条例
宇多津町子どものための教育・保育給付に係る利用者負担額
を定める条例
宇多津町特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営
に関する基準を定める条例

宇多津町国民健康保険条例の一部を改正する条例

宇多津町家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定
める条例

条
例
改
正
等

庁舎耐震改修、
業者選定へ

庁舎耐震改修、
業者選定へ

庁舎耐震改修、
業者選定へ

　
平
成
26
年
第
４
回
定
例
会
は
12
月
８
日
か
ら
17
日
ま
で
開
催
し
、
議
案
15
件
、
継
続
審
査
1
件
、

承
認
1
件
を
審
議
し
ま
し
た
。
本
会
議
に
お
い
て
、
原
案
を
全
て
可
決
及
び
承
認
し
ま
し
た
。

　
一
般
質
問
は
12
月
10
日
、
11
日
に
行
な
い
、
議
論
を
交
わ
し
ま
し
た
。

平
成
26
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

（
1
億
4
7
9
7
万
円
）

・ 

庁
舎
耐
震
等
改
修
事
業
工
事
費

　
　
庁
舎
の
耐
震
補
強
及
び
改
修
な
ど
の
設
計
施
工
業
者

　
　
へ
の
着
手
金

・ 

交
通
安
全
対
策
費

　
　
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
27
か
所
の
修
繕
費

・ 

太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
設
置
整
備
事
業
費

　
　
5
軒
分
の
追
加
補
助

・ 

町
営
住
宅
解
体
費

　
　
田
町
、
浦
町
、
十
楽
寺
、
津
ノ
郷
の
町
営
住
宅
の
6

　
　
棟
9
軒
の
解
体
工
事
費

・ 

ゾ
ー
ン
30
道
路
改
良
事
業
費

　
　
時
速
30
㎞
制
限
を
し
た
宇
多
津
小
学
校
周
辺
の
通
学

　
　
路
の
カ
ラ
ー
化
や
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
の
設
置
費

・ 

防
災
対
策
費

　
　
海
抜
表
示
板
の
設
置

  

　
　
　
　
　

 

　
　
　
　
　
　
　

  

全
会
一
致
で
可
決

・
宇
多
津
町
放
課
後
児
童
健
全
育
成
事
業
の
設
備
及
び
運
営
に
関
す

　る
規
準
を
定
め
る
条
例

（
要
旨
）
共
働
き
家
庭
な
ど
留
守
家
庭
の
児
童
に
対
し
て
、
放
課
後
の
適
切

　
な
遊
び
や
生
活
の
場
を
与
え
て
、
そ
の
健
全
な
育
成
を
図
る
た
め
、
児
童

　
福
祉
法
が
改
正
さ
れ
た
。
こ
の
中
で
、
放
課
後
児
童
育
成
ク
ラ
ブ
の
質
を

　
担
保
す
る
観
点
か
ら
設
備
及
び
運
営
の
基
準
を
定
め
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

   

　

 

　
　
　
　
　全
会
一
致
で
可
決

・
宇
多
津
町
子
ど
も
の
た
め
の
教
育
・
保
育
給
付
に
係
る
利
用
者
負

　担
額
を
定
め
る
条
例

（
要
旨
）
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
法
に
基
づ
き
負
担
額
を
定
め
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

   

　

 

　
　
　
　
　全
会
一
致
で
可
決

・
宇
多
津
町
特
定
教
育
・
保
育
施
設
及
び
特
定
地
域
型
保
育
事
業
の

　運
営
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
条
例

・
宇
多
津
町
家
庭
的
保
育
事
業
等
の
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準

　を
定
め
る
条
例

（
要
旨
）
特
定
教
育
・
保
育
施
設
（
保
育
所
、
認
定
こ
ど
も
園
、
新
制
度
に

　
移
行
す
る
幼
稚
園
）
及
び
地
域
型
保
育
事
業
（
家
庭
的
保
育
、
小
規
模
保

　
育
、
事
業
所
内
保
育
、
居
宅
訪
問
型
保
育
）
の
運
営
基
準
を
定
め
る
。
地

　
域
型
保
育
事
業
は
市
町
村
で
認
可
す
る
た
め
、
設
備
及
び
運
営
の
認
可
基

　
準
を
定
め
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

   

　

 

　
　
　
　
　全
会
一
致
で
可
決

・
宇
多
津
町
国
民
健
康
保
険
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

（
要
旨
）
1
月
か
ら
健
康
保
険
法
施
行
令
の
改
正
の
た
め
改
正
す
る
。
現
在

　
出
産
育
児
一
時
金
が
39
万
円
で
あ
る
が
、
40
万
4
千
円
に
な
る
。
脳
性
ま

　
ひ
予
防
の
た
め
の
加
算
3
万
円
は
従
来
通
り
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

   

　

 

　
　
　
　
　全
会
一
致
で
可
決

・ 

宇
多
津
町
情
報
公
開
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

（
要
旨
）
香
川
県
情
報
公
開
条
例
の
改
正
な
ど
、
公
文
書
の

　
開
示
請
求
権
を
何
人
に
も
認
め
て
い
る
昨
今
の
社
会
情
勢

　
を
鑑
み
、
開
示
請
求
者
の
制
限
を
撤
廃
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

   

　
　全
会
一
致
で
可
決

・
宇
多
津
町
保
育
の
実
施
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改

　正
す
る
条
例

（
要
旨
）
子
ど
も
子
育
て
支
援
法
の
実
施
に
伴
い
、
保
育
の

　
必
要
性
の
認
定
に
関
し
必
要
な
事
項
を
定
め
る
。
一
か
月

　
当
た
り
の
就
労
時
間
が
48
時
間
以
上
で
あ
る
こ
と
な
ど
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

　
　

 

全
会
一
致
で
可
決

・
宇
多
津
町
放
課
後
児
童
育
成
ク
ラ
ブ
条
例
の
一
部
を

　改
正
す
る
条
例

（
要
旨
）
放
課
後
児
童
育
成
ク
ラ
ブ
の
利
用
対
象
児
童
の
範

　
囲
を
拡
大
し
、
よ
り
利
用
し
や
す
く
す
る
た
め
に
改
正
す

　
る
。
町
内
に
住
所
が
あ
れ
ば
町
外
の
小
学
校
に
通
う
小
学

　
生
も
利
用
対
象
児
童
と
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

   

　

 

全
会
一
致
で
可
決

平
成
26
年
　
第
４
回
定
例
会

平
成
26
年
　
第
４
回
定
例
会

補
正
予
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教
育
民
生
常
任
委
員
会

教
育
民
生
常
任
委
員
会

総
務
建
設
常
任
委
員
会

総
務
建
設
常
任
委
員
会

宇多津町議会だより No.53宇多津町議会だより No.53

放課後児童育成クラブ対象者拡大放課後児童育成クラブ対象者拡大
教育民生常任委員会

放課後児童健全育成事業放課後児童健全育成事業

教育委員会

放課後児童育成クラブ放課後児童育成クラブ
　　「本町に住所を有する小学校」の児
　童であれば今までと変わらないのでは
　ないか。
　　「本町に住所を有する児童」であれ
　ば町外の小学校に通っていても新たに
　対象となる。

Q

A

保健福祉課

教育委員会

保育の必要性の認定保育の必要性の認定
　　１か月あたりの就労時間が48時間
　以上になった。35時間の自治体もあ
　るが、対象者はいないのか。
　　内職でも充分対応できる時間である。
　育児休業中でも在園中の上の子は保育
　対象となる。

Q

A

北小体育館のどん帳修繕北小体育館のどん帳修繕

　　いきなり、どん帳が破損したと聞い
　たが、点検はしていなかったのか。
　　物品の点検はしていなかった。経年
　の繊維疲労によるもの。卒業式もある
　ので２月いっぱいには修繕を終えたい。

Q

A

　　民間の場合でも条例に基づいて行な
　えば補助事業の対象となるが、既存の
　ものはどうか。
　　補助事業として運営する場合、基準
　が守られない場合は、指導・勧告をする。

Q

A

教育委員会

総務建設常任委員会

町営住宅の解体費町営住宅の解体費

高所にも海抜表示の設置高所にも海抜表示の設置

ゾーン30 宇多津地区ゾーン30 宇多津地区

　　町営住宅の集約化はあるのか。
　　集約をして跡地利用を進めたいとは
　思うが、受け皿の確保が必要である。
　それに伴う財政面と入居者の高齢化の
　問題がある。

Q

A

総務課

危機管理課

地域整備課

庁舎耐震改修工事着手金庁舎耐震改修工事着手金
　　設計施工業者の決定はいつか。
　　現在、資格基準を満たして参加希望
　の業者は１企業体である。２月にプレ
　ゼンと質疑を行ない、選定委員会で承
　認されれば3月に決定する。

Q

A

　　町と県設置の表示が違うが。
　　町は「海抜からの地面高」県は「海
　抜５ｍの高さ」と表示が違う。県に対
　して同じにするように申し入れていた。
　町の表示に合わせるという回答があった。

・安倍暴走ストップ　5つの転換

・四国最大水族館を宇多津に

・新都市　臨海公園周辺の活性化

・学校防災マニュアルの作成

・歴史的財産を次世代へ

・副町長の任命はいつか

・新都市における活性化

・通学路の横断歩道

・町長２期目の基本方針を問う

・災害時の寺社との協力関係

・南部地域に資源ごみ収集所を

・中学生登下校時の自転車マナー

・副町長の空席はいつまでか
・ジェネリック医薬品の普及
・窓口業務の延長

・今後の社会資本整備事業

・税金の評価基準を問う

・補助金交付団体への指導監督

・企業誘致条例の適用取り扱い

Q

A

　　旧町内の通学路もゾーン30になら
　ないのか。（２ページ参照）
　　通学時間に一方通行にしている。県
　内他市町でも、学校周辺をゾーン30
　として指定しているところがある。

Q

A

町政を問う
（一般質問の件名）

井 原 猛 雄

井 上 弘 治

西 本 祐 子

濵 中 保 夫

柴 村 賢 三

宮 本 　 隆

大松喜次郎

池 田 弘 昌

藍川佳津樹

住民生活課

放課後児童育成クラブに集まる子どもたち

高額医療費の内訳高額医療費の内訳

健康増進課

　　国民健康保険の高額医療費が増えて
　いるが、人工透析が多いのか。
　　人工透析を始め、最先端医療など高
　額の治療は増える傾向にある。ひと月
　6900万円の予定が7600万円に増え、
　月に700万円ずつ不足している。

Q

A

《医療費の点数高いもの》入院では統合失調症、骨折など。
  外来では糖尿病、高血圧症、慢性腎不全など。
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　　「本町に住所を有する小学校」の児
　童であれば今までと変わらないのでは
　ないか。
　　「本町に住所を有する児童」であれ
　ば町外の小学校に通っていても新たに
　対象となる。

Q
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保健福祉課

教育委員会

保育の必要性の認定保育の必要性の認定
　　１か月あたりの就労時間が48時間
　以上になった。35時間の自治体もあ
　るが、対象者はいないのか。
　　内職でも充分対応できる時間である。
　育児休業中でも在園中の上の子は保育
　対象となる。

Q
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北小体育館のどん帳修繕北小体育館のどん帳修繕

　　いきなり、どん帳が破損したと聞い
　たが、点検はしていなかったのか。
　　物品の点検はしていなかった。経年
　の繊維疲労によるもの。卒業式もある
　ので２月いっぱいには修繕を終えたい。
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A

　　民間の場合でも条例に基づいて行な
　えば補助事業の対象となるが、既存の
　ものはどうか。
　　補助事業として運営する場合、基準
　が守られない場合は、指導・勧告をする。
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総務建設常任委員会

町営住宅の解体費町営住宅の解体費

高所にも海抜表示の設置高所にも海抜表示の設置

ゾーン30 宇多津地区ゾーン30 宇多津地区

　　町営住宅の集約化はあるのか。
　　集約をして跡地利用を進めたいとは
　思うが、受け皿の確保が必要である。
　それに伴う財政面と入居者の高齢化の
　問題がある。
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A

総務課

危機管理課

地域整備課

庁舎耐震改修工事着手金庁舎耐震改修工事着手金
　　設計施工業者の決定はいつか。
　　現在、資格基準を満たして参加希望
　の業者は１企業体である。２月にプレ
　ゼンと質疑を行ない、選定委員会で承
　認されれば3月に決定する。

Q
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　　町と県設置の表示が違うが。
　　町は「海抜からの地面高」県は「海
　抜５ｍの高さ」と表示が違う。県に対
　して同じにするように申し入れていた。
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・安倍暴走ストップ　5つの転換
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・新都市　臨海公園周辺の活性化
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・町長２期目の基本方針を問う

・災害時の寺社との協力関係

・南部地域に資源ごみ収集所を

・中学生登下校時の自転車マナー

・副町長の空席はいつまでか
・ジェネリック医薬品の普及
・窓口業務の延長

・今後の社会資本整備事業

・税金の評価基準を問う

・補助金交付団体への指導監督

・企業誘致条例の適用取り扱い

Q

A

　　旧町内の通学路もゾーン30になら
　ないのか。（２ページ参照）
　　通学時間に一方通行にしている。県
　内他市町でも、学校周辺をゾーン30
　として指定しているところがある。

Q

A

町政を問う
（一般質問の件名）

井 原 猛 雄

井 上 弘 治

西 本 祐 子

濵 中 保 夫

柴 村 賢 三

宮 本 　 隆

大松喜次郎

池 田 弘 昌

藍川佳津樹

住民生活課

放課後児童育成クラブに集まる子どもたち

高額医療費の内訳高額医療費の内訳

健康増進課

　　国民健康保険の高額医療費が増えて
　いるが、人工透析が多いのか。
　　人工透析を始め、最先端医療など高
　額の治療は増える傾向にある。ひと月
　6900万円の予定が7600万円に増え、
　月に700万円ずつ不足している。

Q

A

《医療費の点数高いもの》入院では統合失調症、骨折など。
  外来では糖尿病、高血圧症、慢性腎不全など。
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新
都
市
振
興
対
策

学
校
管
理
下
で
の
災
害

恋人の聖地の活用

谷
川
町
長

再
質
問

宇多津町議会だより No.53宇多津町議会だより No.53

問問

問

宮
本
ま
ち
づ
く
り
課
長

宮
本
ま
ち
づ
く
り
課
長

三
芳
危
機
管
理
課
長

山
下
教
育
次
長

　
　四
国
最
大
「
水
族
館
」
宇

多
津
に
浦
島
太
郎
の
イ
メ
ー
ジ

を
入
れ
る
。
水
族
館
を
核
と
し

た
新
し
い
ま
ち
づ
く
り
。
宇
多

津
観
光
の
新
た
な
起
爆
剤
に
町

の
税
金
ゼ
ロ
、
民
間
資
金
で
経

済
を
活
性
化
、
地
域
に
住
み
働

く
子
育
て
世
代
が
増
え
る
。

　古
い
神
話
の
時
代
か
ら
農
耕

文
化
と
海
洋
民
の
混
交
で
初
期

王
権
の
常
世
の
国
、
理
想
郷
出

雲
の
大
国
主
命
が
浦
島
太
郎
で

あ
り
、
亀
に
乗
り
海
底
の
竜
宮

の
美
し
い
乙
姫
様
に
会
い
現
実

の
生
活
に
戻
れ
な
か
っ
た
。
そ

　
　
　
　ア
ロ
ハ
議
会
、
ア
ロ

ハ
ナ
イ
ト
事
業
を
特
化
し
て
、

高
知
よ
さ
こ
い
に
並
ぶ
全
国
ブ

ラ
ン
ド
化
が
可
能
。
そ
の
事
業

展
開
は
。

　
　当
町
へ
の
交
流
人
口
が
減

少
し
て
い
る
。
全
国
ブ
ラ
ン
ド

の
『
恋
人
の
聖
地
』
が
あ
る
。

そ
の
中
で
も
当
町
の
臨
海
公
園

の
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
は
、
ズ
バ
抜

け
て
若
者
達
を
魅
了
し
て
い
る
。

こ
の
恋
人
の
聖
地
を
活
用
し
て

宇
多
津
町
の
活
性
化
、
個
性
あ

る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
事
が

可
能
。
今
後
の
事
業
展
開
を
伺

い
た
い
。

　
　大
自
然
災
害
は
、
人
間
の

常
識
を
超
え
る
。
こ
の
先
四
国

は
、
南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
が

発
生
す
る
と
言
わ
れ
て
い
る
。

児
童
生
徒
が
学
校
管
理
下
時
に

お
い
て
災
害
に
遭
っ
た
場
合
の

学
校
防
災
マ
ニ
ュ
ア
ル
な
ど
の

有
無
に
つ
い
て
、
ま
た
学
校
に

も
備
蓄
品
が
必
要
と
考
え
て
い

る
が
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
臨
海

公
園
は
町
の
裁
量
で
事
業
展
開

を
自
由
に
で
き
、
活
用
し
だ
い

で
は
他
の
市
町
が
真
似
で
き
な

い
賑
わ
い
創
出
の
核
に
す
る
こ

と
が
可
能
で
あ
る
。
そ
こ
で
、

引
き
続
き
臨
海
公
園
と
海
ホ
タ

ル
の
２
点
を
交
流
創
出
の
核
施

設
と
し
て
位
置
づ
け
、
15
歳
か

ら
65
歳
の
生
産
年
齢
人
口
を
対

象
に
専
門
家
の
力
も
借
り
な
が

ら
新
た
な
魅
力
を
発
信
し
て
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
５
年

前
か
ら
始
め
た
ア
ロ
ハ
ナ
イ
ト

も
、
年
ご
と
に
問
い
合
わ
せ
や

参
加
団
体
が
増
加
し
て
い
る
。

こ
の
賑
わ
い
を
ど
う
町
の
活
性

化
に
つ
な
げ
て
い
く
か
調
査
・

研
究
を
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ

る
。
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
平
成
25
年
度
に
地

元
企
業
数
社
な
ど
民
間
主
導
に

よ
る
宇
多
津
新
都
市
活
性
化
協

議
会
が
立
ち
上
が
っ
て
協
議
を

行
な
い
、
既
存
施
設
を
絡
め
た

新
規
集
客
施
設
を
誘
致
す
る
必

　
　
　
　
　
　
　
学
校
管
理
下

で
の
災
害
に
備
え
、
幼
稚
園
や

小
中
学
校
に
お
い
て
危
機
管
理

マ
ニ
ュ
ア
ル
や
消
防
・
防
災
計

画
を
策
定
し
て
い
る
。
災
害
時

新都市 臨海公園周辺の活性化

四
国
最
大
水
族
館
を
宇
多
津
に

ま
だ
イ
メ
ー
ジ
に
ま
で
立
ち
入
る
段
階

　

 

　で
は
な
い
と
思
っ
て
い
る
／
町
長

学
校
防
災
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
作
成

町
の
緊
急
物
資
備
蓄
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
見
直
し
た
い
／
危
機
管
理
課
長

危
機
管
理
マ
ニ
ュ
ア
ル
や
防
災
計
画
を
策
定
済
／
教
育
次
長

臨海公園と海ホタルを交流創出の核施設
として魅力を発信していく／まちづくり課長

き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

の
教
師
や
児
童
、
生
徒
の
行
動

を
記
載
し
た
内
容
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
備
蓄
に

つ
い
て
は
県
緊
急
物
資
備
蓄
マ

ニ
ュ
ア
ル
が
深
く
関
係
す
る
た

め
、
県
と
歩
調
を
合
わ
せ
な
が

ら
町
の
緊
急
物
資
備
蓄
マ
ニ
ュ

ア
ル
を
見
直
し
、
万
全
を
期
し

た
い
。
ま
た
、
分
散
備
蓄
場
所

と
し
て
は
耐
震
工
事
が
終
了
し

広
域
避
難
所
と
な
っ
て
い
る
宇

多
津
中
学
校
、
宇
多
津
小
学
校
、

宇
多
津
北
小
学
校
を
教
育
委
員

会
と
も
協
議
を
し
な
が
ら
進
め

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。
　

井原  猛雄　議員井上　弘治　議員

ん
な
こ
と
を
夢
見
た
の
も
当
然

な
の
か
も
知
れ
な
い
。
こ
の
話

を
読
む
と
海
の
不
思
議
さ
、
偉

大
な
力
の
中
に
神
様
の
存
在
を

信
じ
た
昔
の
人
た
ち
の
心
が
わ

か
る
よ
う
に
思
う
。
宇
多
津
水

族
館
の
イ
メ
ー
ジ
に
つ
い
て
谷

川
町
長
の
意
見
を
伺
う
。

要
が
あ
り
、
そ
の
新
規
集
客
施

設
と
し
て
水
族
館
を
誘
致
す
る

と
い
う
協
議
結
果
と
な
っ
た
。

こ
れ
を
受
け
て
平
成
26
年
度
予

算
に
新
都
市
活
性
化
の
委
託
業

務
予
算
を
計
上
し
、
10
月
に
議

員
総
会
で
説
明
を
行
な
っ
た
。

そ
の
後
、
水
族
館
実
行
委
員
会

が
立
ち
上
が
り
、
２
回
の
実
行

委
員
会
を
開
催
、
誘
致
す
る
水

族
館
の
コ
ン
セ
プ
ト
、
展
示
テ

ー
マ
な
ど
も
話
し
合
わ
れ
た
。

事
業
を
進
め
る
に
あ
た
っ
て
イ

メ
ー
ジ
、
テ
ー
マ
な
ど
は
大
事

な
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
根
底
は

民
間
主
導
で
あ
り
、
具
体
的
に

進
め
る
運
営
会
社
も
未
定
の
た

め
、
ま
だ
水
族
館
の
イ
メ
ー
ジ

に
ま
で
立
ち
入
る
段
階
で
は
な

い
と
思
っ
て
い
る
。

「亀石権現　万代も かはらぬ道に　尋ね見ん　
　かめの上なる　大和ことのは　後柏原院」

海をバックに踊るアロハナイト
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業
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予
算
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し
、
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に
議
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後
、
水
族
館
実
行
委
員
会

が
立
ち
上
が
り
、
２
回
の
実
行

委
員
会
を
開
催
、
誘
致
す
る
水

族
館
の
コ
ン
セ
プ
ト
、
展
示
テ

ー
マ
な
ど
も
話
し
合
わ
れ
た
。

事
業
を
進
め
る
に
あ
た
っ
て
イ

メ
ー
ジ
、
テ
ー
マ
な
ど
は
大
事

な
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
根
底
は

民
間
主
導
で
あ
り
、
具
体
的
に

進
め
る
運
営
会
社
も
未
定
の
た

め
、
ま
だ
水
族
館
の
イ
メ
ー
ジ

に
ま
で
立
ち
入
る
段
階
で
は
な

い
と
思
っ
て
い
る
。

「亀石権現　万代も かはらぬ道に　尋ね見ん　
　かめの上なる　大和ことのは　後柏原院」

海をバックに踊るアロハナイト
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本
町
は
細
川
頼
之
公
の
縁

の
地
で
あ
り
、
室
町
幕
府
と
の

関
係
も
あ
っ
た
。
そ
の
歴
史
的

な
資
料
が
、
教
育
委
員
会
の
倉

庫
、
個
人
宅
な
ど
に
保
管
さ
れ

て
い
る
。
歴
史
的
財
産
を
き
ち

ん
と
保
管
で
き
な
い
か
。
ま
た
、

多
く
の
人
に
歴
史
を
知
っ
て
も

ら
う
た
め
に
「
う
た
づ
検
定
」

を
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
紹
介
し
て

は
。

歴
史
的
財
産
を
次
世
代
へ

よ
り
適
正
な
保
管
方
法
な
ど
を

　
　
　
　検
討
し
て
い
く
／
生
涯
学
習
課
長

　
　
世
界
の
ガ
ラ
ス
館
が
11
月

末
で
閉
店
、
ビ
ブ
レ
は
解
体
と

暗
い
こ
と
ば
か
り
で
あ
る
。
ビ

ブ
レ
の
跡
地
に
は
イ
オ
ン
タ
ウ

ン
が
出
店
、
世
界
の
ガ
ラ
ス
館

は
土
地
建
物
を
売
却
、
水
族
館

は
ま
だ
不
透
明
と
聞
い
て
い
る
。

水
族
館
と
イ
オ
ン
タ
ウ
ン
の
情

報
を
お
答
え
い
た
だ
き
た
い
。

新都市の活性化
水族館を核にした面的な活性化を目指したい／町長

　
　
　
　
　
イ
オ
ン
タ
ウ
ン
に

つ
い
て
は
27
年
秋
ご
ろ
を
目
標

に
オ
ー
プ
ン
を
目
指
し
て
い
る

と
い
う
話
を
聞
い
て
い
る
。
水

族
館
は
10
月
17
日
に
実
行
委
員

会
が
立
ち
上
が
り
第
１
回
の
委

員
会
を
開
催
、
11
月
14
日
に
第

２
回
の
委
員
会
を
開
催
し
、
コ

ン
セ
プ
ト
、
展
示
テ
ー
マ
等
の

話
が
あ
っ
た
と
報
告
を
受
け
て

い
る
。
民
間
主
導
の
建
設
、
運

営
に
よ
る
水
族
館
を
核
に
し
た

　
　
　
　
　
現
時
点
で
は
水
族

館
は
臨
海
公
園
の
多
目
的
広
場

を
立
地
予
定
地
と
し
て
お
り
、

世
界
の
ガ
ラ
ス
館
跡
地
を
購
入

す
る
こ
と
は
考
え
て
い
な
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
歴
史
的

な
資
料
の
保
管
に
つ
い
て
は
、

現
在
適
正
な
管
理
が
で
き
て
い

る
と
考
え
て
い
る
が
、
今
後
文

化
財
保
護
委
員
や
学
芸
員
の
指

導
も
仰
ぎ
、
よ
り
適
正
な
保
管

場
所
、
保
管
方
法
並
び
に
公
開

の
方
法
な
ど
に
つ
い
て
検
討
し

て
い
き
た
い
。
う
た
づ
検
定
の

ウ
ェ
ブ
公
開
に
つ
い
て
は
宇
多

津
を
知
っ
て
も
ら
う
効
果
が
あ

る
と
思
う
が
、
他
市
町
の
実
施

事
例
や
運
用
面
な
ど
も
考
え
て

検
討
し
た
い
。

再
質
問

　
　
　
　
　
　
　
　
　
旧
町
内

で
保
管
に
相
応
し
い
建
物
が
あ

れ
ば
、
建
物
を
改
修
し
て
保
管

す
る
方
法
も
考
え
ら
れ
る
。
一

か
所
に
ま
と
め
て
適
正
な
管
理

が
で
き
る
よ
う
努
め
た
い
と
考

え
て
い
る
。

　
　
　
　
三
豊
市
は
１
億
円
で

造
船
所
跡
地
を
購
入
し
た
が
、

世
界
の
ガ
ラ
ス
館
の
跡
地
を
購

入
す
る
考
え
は
あ
る
の
か
。

歩
車
分
離
信
号
機

問

　
　
　
　
多
度
津
町
の
よ
う
に

空
き
家
を
資
料
館
に
す
る
な
ど

考
え
て
み
て
は
ど
う
か
。

通
学
路
の
横
断
歩
道

　
　ま
ず
は
有
用
性
・
必
要
性
を

　
　
　
　
　確
認
し
た
い
／
住
民
生
活
課
長

　
　
　
　
　
　
　
　
　
信
号
機

の
設
置
は
警
察
署
ひ
い
て
は
香

川
県
公
安
委
員
会
の
管
轄
に
な

る
。
坂
出
警
察
署
に
確
認
し
た

と
こ
ろ
歩
車
分
離
式
信
号
機
の

　
　
丸
亀
市
や
高
松
市
で
は
、

歩
行
者
と
自
動
車
の
交
錯
が
全

く
生
じ
な
い
歩
車
分
離
信
号
機

が
設
置
さ
れ
て
い
る
。

　
本
町
で
交
通
量
の
多
い
浜
街

道
と
宇
多
津
郵
便
局
東
側
道
路

に
歩
行
者
の
安
全
を
考
え
た
歩

車
分
離
信
号
機
を
設
置
す
る
こ

と
は
可
能
か
。

設
置
は
、
ま
ず
は
歩
行
者
の
多

い
交
差
点
で
あ
る
こ
と
が
条
件

と
な
っ
て
お
り
、
横
断
者
数
、

車
両
通
行
量
、
過
去
の
交
通
事

故
発
生
件
数
な
ど
を
調
査
し
、

慎
重
に
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
、

と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
そ
の
た

め
、
ま
ず
は
協
議
を
行
い
、
有

用
性
・
必
要
性
が
確
認
で
き
る

よ
う
で
あ
れ
ば
、
春
と
秋
に
実

施
さ
れ
て
い
る
交
通
事
故
多
発

地
点
な
ど
の
総
合
診
断
に
お
い

て
要
望
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　
　
　
　
　

新
都
市
の
面
的
な
活
性
化
を
加

速
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

る
。
　

ビブレ跡地の利用

　
　
地
方
自
治
法
161
条
に
「
副

町
長
を
置
く
こ
と
が
で
き
、
町

長
に
事
故
あ
っ
た
時
に
職
務
を

代
行
す
る
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。

副
町
長
は
町
長
を
補
佐
し
、
実

務
を
担
当
す
る
。
町
長
に
は
新

都
市
の
活
性
化
の
た
め
さ
ら
に

働
い
て
い
た
だ
き
た
い
の
で
、

町
長
の
幅
広
い
人
脈
を
駆
使
し

て
一
日
も
早
い
副
町
長
の
任
命

を
。

副町長の任命は
　　　 いつなのか
まだ白紙状態であるが、
副町長は必要と考えている／町長

　
　
　
　
　
年
度
途
中
に
あ
た

る
時
期
で
あ
り
、
副
町
長
の
選

任
に
つ
い
て
現
在
は
ま
だ
白
紙

状
態
で
あ
る
が
、
や
は
り
事
務

方
の
要
職
と
な
る
副
町
長
は
必

要
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
今

ま
さ
に
大
変
な
時
期
で
あ
り
、

私
も
全
力
で
新
都
市
の
活
性
化
、

旧
町
内
の
空
洞
化
、
空
き
家
対

策
、
子
育
て
支
援
な
ど
に
全
力

投
球
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て

い
る
。
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
ま
だ
ま
だ
認
知
さ

れ
て
い
な
い
の
が
現
状
で
あ
る
。

特
に
副
町
長
が
不
在
で
あ
る
現

在
、
こ
の
機
に
統
括
監
制
度
の

強
化
・
充
実
を
さ
せ
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
る
。

　
　
　
　
統
括
監
は
町
民
に
も

認
識
さ
れ
て
い
な
い
が
、
対
外

的
に
は
大
丈
夫
か
。

副町長は必要

西本  祐子　議員濵中  保夫　議員

取り壊しが進む旧ビブレ
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ま
だ
ま
だ
認
知
さ

れ
て
い
な
い
の
が
現
状
で
あ
る
。

特
に
副
町
長
が
不
在
で
あ
る
現

在
、
こ
の
機
に
統
括
監
制
度
の

強
化
・
充
実
を
さ
せ
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
る
。

　
　
　
　
統
括
監
は
町
民
に
も

認
識
さ
れ
て
い
な
い
が
、
対
外

的
に
は
大
丈
夫
か
。

副町長は必要

西本  祐子　議員濵中  保夫　議員

取り壊しが進む旧ビブレ
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・
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・
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察
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協
力
に
よ
る

　
　交
通
指
導
を
行
な
っ
て
い
る
／
教
育
次
長

　
　
　
　
　
　
　
　
　
昭
和
58

年
に
町
内
の
１
社
９
か
寺
を
避

難
所
に
指
定
し
て
い
た
が
、
平

成
７
年
の
阪
神
淡
路
大
震
災
に

伴
う
国
、
県
の
防
災
計
画
の
見

直
し
が
あ
り
、
本
町
も
宇
多
津

町
地
域
防
災
計
画
を
見
直
し
た

結
果
、
避
難
所
指
定
か
ら
除
い

た
経
緯
が
あ
る
。

　
宗
教
施
設
を
避
難
所
に
指
定

す
る
に
は
建
物
の
耐
震
、
境
内

の
安
全
な
ど
が
確
保
さ
れ
安
全

に
利
用
で
き
る
か
が
重
要
と
考

え
て
お
り
、
今
後
検
討
し
た
い

と
思
う
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
厳
し
い
地
方
財
政
状
況
下

に
お
い
て
、
町
の
衰
退
傾
向
が

気
に
か
か
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
少
子
高
齢
化
対
策
・
子
ど
も

支
援
・
空
き
家
対
策
・
大
都
市

圏
へ
の
若
者
の
流
出
・
地
方
創

生
を
推
進
す
る
た
め
の
方
策
な

ど
課
題
が
山
積
し
て
い
る
。

　
時
代
に
適
合
す
る
ま
ち
づ
く

り
の
将
来
的
な
ビ
ジ
ョ
ン
や
町

政
の
運
営
方
針
は
。

　
　
東
日
本
大
震
災
以
降
、
災

害
時
、
お
寺
や
神
社
と
の
協
力

関
係
を
結
び
避
難
所
と
し
て
指

定
し
て
い
る
自
治
体
が
急
増
し

て
い
る
。

　
遠
い
指
定
避
難
所
ま
で
逃
げ

な
く
て
も
近
く
の
お
寺
・
神
社

に
避
難
す
る
こ
と
が
よ
り
効
果

的
な
の
で
、
避
難
所
と
し
て
協

力
を
求
め
て
は
ど
う
か
。

　
　
南
部
地
域
は
宅
地
分
譲
に

よ
る
戸
建
住
宅
が
増
加
し
て
い

る
が
、
自
治
会
に
加
入
し
て
い

な
い
た
め
、
す
ぐ
近
く
に
収
集

場
所
が
あ
っ
て
も
そ
こ
に
捨
て

る
こ
と
が
で
き
ず
、
役
場
の
駐

車
場
ま
で
持
っ
て
き
て
い
る
よ

う
だ
。
新
都
市
に
は
収
集
場
所

が
４
か
所
も
あ
る
の
で
南
部
地

域
に
も
資
源
ご
み
収
集
場
所
の

設
置
を
。

　
　
中
学
生
の
交
通
マ
ナ
ー
が

悪
い
と
い
う
話
を
聞
く
。
自
動

車
で
自
転
車
を
追
い
越
す
際
左

右
両
側
に
分
か
れ
て
避
け
る
、

ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
着
用
し
て
い
な

い
、
自
転
車
か
ら
降
り
て
通
行

の
邪
魔
に
な
る
場
所
で
話
を
し

て
い
る
な
ど
、
中
学
校
で
は
ど

の
よ
う
な
指
導
を
行
な
っ
て
い

る
の
か
。

南部地域に資源ごみ収集場所を

町
長
２
期
目
の
基
本
方
針
を
問
う

日
本
で一番
住
み
や
す
い
町
を

　
　
　
　
　
　
　目
指
し
て
い
く
／
町
長

公園設置に合わせて検討していきたい／住民生活課長

災害時の寺社との協力関係
安全に利用できるか検討が必要
                       ／危機管理課長

　
　
　
　
　
　
　
　
　
南
部
地

域
に
つ
い
て
は
既
に
農
地
で
な

い
公
共
用
地
の
跡
地
利
用
を
念

頭
に
お
い
た
公
園
の
設
置
を
検

討
す
る
こ
と
と
な
っ
て
い
る
。

住
民
生
活
課
と
し
て
は
、
こ
れ

に
歩
調
を
合
わ
せ
て
資
源
ご
み

収
集
場
所
と
し
て
の
検
討
を
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
校
長
や
交
通

主
任
か
ら
交
通
安
全
・
マ
ナ
ー

に
関
す
る
講
話
、
全
校
朝
礼
の

折
に
生
徒
へ
の
交
通
指
導
、
ま

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ご
み
の

収
集
場
所
は
設
置
場
所
が
難
し

く
、
公
共
用
地
を
中
心
に
用
意

を
し
て
い
る
の
が
現
状
で
あ
る
。

南
部
地
域
の
人
口
は
順
調
に
増

加
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
今
後

検
討
協
議
さ
せ
て
も
ら
い
た
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
現
在
の
と
こ
ろ
坂

出
、
宇
多
津
の
広
域
行
政
を
結

ん
で
い
る
。
そ
こ
を
ス
タ
ー
ト

に
丸
亀
、
多
度
津
、
綾
川
と
い

っ
た
近
隣
と
の
連
携
も
今
後
は

検
討
を
し
て
い
く
必
要
が
あ
る

と
感
じ
て
い
る
。
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
香
川
大
学
主
催
に

よ
る
香
川
地
域
継
続
首
長
会
議

に
も
参
画
し
、
南
海
ト
ラ
フ
大

地
震
に
備
え
た
意
見
交
換
も
行

な
っ
た
。
今
後
も
県
や
そ
の
他

と
連
携
を
深
め
て
い
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
思
っ
て
い
る
。
　

　
　
　
　

宮本　隆　議員 柴村  賢三　議員

　
　
　
　
今
後
は
、
も
っ
と
近

隣
自
治
体
と
の
密
接
な
連
携
関

係
が
必
要
に
な
る
が
。

　
　
　
　
巨
大
地
震
に
備
え
て

県
内
の
首
長
ら
の
連
携
協
議
が

必
要
で
は
。

　
　
　
　
公
園
が
設
置
で
き
る

に
は
時
間
が
か
か
る
と
思
う
の

で
、
公
園
が
で
き
る
ま
で
に
１

か
所
で
も
早
く
設
置
で
き
な
い

か
。

　
　
　
　
　
「
元
気
創
造
！
　

こ
れ
か
ら
も
自
立
す
る
宇
多
津
」

を
テ
ー
マ
に
日
本
で
一
番
住
み

や
す
い
町
を
目
指
し
て
い
く
。

「
す
べ
て
の
人
に
優
し
い
健
康
・

福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
」「
安
全
・

安
心
に
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
」

「
教
育
・
文
化
の
充
実
し
た
ま
ち

づ
く
り
」「
活
気・活
力
・
賑
わ
い

の
ま
ち
づ
く
り
」「
快
適
に
暮
ら

せ
る
ま
ち
づ
く
り
」「
み
ん
な
で

育
て
る
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
」と

並
行
し
て
宇
多
津
町
総
合
計
画

の
推
進
に
全
力
で
取
り
組
ま
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
い
る
。

中
学
生
登
下
校
時
の

　
　
　
　
　
自
転
車
マ
ナ
ー

た
生
徒
会
の
交
通
指
導
委
員
会

に
よ
る
自
転
車
の
左
側
一
列
通

行
の
呼
び
か
け
、
毎
月
１
回
保

護
者
と
教
職
員
に
よ
る
町
内
４

箇
所
で
の
朝
の
立
哨
指
導
な
ど

を
実
施
し
て
い
る
。
ま
た
、
坂

出
警
察
署
の
協
力
に
よ
る
自
転

車
の
通
行
実
地
訓
練
、
安
全
教

室
も
実
施
し
て
い
る
。
今
年
度

は
、
社
会
福
祉
協
議
会
の
小
・

中
学
校
応
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
委

員
会
か
ら
の
助
成
を
受
け
、
通

学
路
の
電
柱
30
か
所
に
自
転
車

左
側
通
行
の
注
意
喚
起
看
板
の

設
置
を
行
な
っ
て
い
る
。

週末の役場での収集。南部地域からは遠い
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し
い
健
康
・

福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
」「
安
全
・

安
心
に
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
」

「
教
育
・
文
化
の
充
実
し
た
ま
ち

づ
く
り
」「
活
気・活
力
・
賑
わ
い

の
ま
ち
づ
く
り
」「
快
適
に
暮
ら

せ
る
ま
ち
づ
く
り
」「
み
ん
な
で

育
て
る
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
」と

並
行
し
て
宇
多
津
町
総
合
計
画

の
推
進
に
全
力
で
取
り
組
ま
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
い
る
。

中
学
生
登
下
校
時
の

　
　
　
　
　
自
転
車
マ
ナ
ー

た
生
徒
会
の
交
通
指
導
委
員
会

に
よ
る
自
転
車
の
左
側
一
列
通

行
の
呼
び
か
け
、
毎
月
１
回
保

護
者
と
教
職
員
に
よ
る
町
内
４

箇
所
で
の
朝
の
立
哨
指
導
な
ど

を
実
施
し
て
い
る
。
ま
た
、
坂

出
警
察
署
の
協
力
に
よ
る
自
転

車
の
通
行
実
地
訓
練
、
安
全
教

室
も
実
施
し
て
い
る
。
今
年
度

は
、
社
会
福
祉
協
議
会
の
小
・

中
学
校
応
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
委

員
会
か
ら
の
助
成
を
受
け
、
通

学
路
の
電
柱
30
か
所
に
自
転
車

左
側
通
行
の
注
意
喚
起
看
板
の

設
置
を
行
な
っ
て
い
る
。

週末の役場での収集。南部地域からは遠い
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谷
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亀
井
総
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課
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　「
筆
頭
統
括
監
で
あ
る
総

務
課
長
が
副
町
長
の
職
務
代
行

と
し
て
支
障
が
無
い
」
と
い
う

説
明
が
あ
っ
た
。
統
括
監
会
議

の
仕
方
を
変
え
て
い
る
の
か
。

　し
か
し
、
対
外
的
に
も
統
括

監
は
職
員
で
あ
り
、
空
席
が
長

期
間
に
及
ぶ
と
、
い
ろ
い
ろ
な

面
で
支
障
が
出
る
と
思
う
。
い

つ
ま
で
に
副
町
長
を
決
め
る
の

か
。

　
　山
下
町
内
も
町
道
が
今
年

き
れ
い
に
整
備
さ
れ
、
歩
く
人

や
自
転
車
で
走
る
人
た
ち
に
大

変
喜
ば
れ
て
い
る
。
大
門
、
田

町
の
ほ
う
は
ど
う
な
る
の
か
。

徐
々
に
は
で
き
て
い
く
と
聞
い

て
は
い
る
が
、
い
つ
ご
ろ
で
き

る
の
か
、
年
度
が
分
れ
ば
伺
い

た
い
。

今後の社会資本整備事業

副
町
長
の
空
席
を

       

　い
つ
ま
で
続
け
る
の
か

長
期
間
の
空
席
は
避
け
た
い
と
考
え
て
い
る
／
町
長

平成28年度から３か年で整備したいと
　　　　　　考えている／地域整備課長

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ま
ち
づ

く
り
交
付
金
事
業
の
第
３
期
計

画
と
し
て
平
成
27
年
度
か
ら
平

成
31
年
度
ま
で
の
計
画
を
策
定

し
、
国
や
県
と
協
議
中
で
あ
る
。

当
該
道
路
に
つ
い
て
は
こ
の
第

３
期
計
画
で
整
備
を
し
て
い
く

予
定
で
あ
り
、
具
体
的
に
は
平

成
28
年
度
か
ら
平
成
30
年
度
ま

で
の
３
か
年
で
整
備
し
た
い
と

考
え
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
道
路
等

の
ハ
ー
ド
整
備
以
外
の
町
の
活

性
化
策
に
つ
い
て
は
、
現
在
ま

ち
づ
く
り
課
で
い
ろ
い
ろ
と
検

討
中
で
あ
る
。

大松 喜次郎　議員

　
　
　
　
　
　
　
そ
れ
ぞ
れ
の

会
に
よ
っ
て
委
員
不
在
の
場
合

の
規
定
を
定
め
て
お
り
、
委
員

の
定
数
に
不
足
が
生
じ
た
場
合

は
他
の
統
括
監
を
任
命
す
る
な

ど
し
て
対
応
し
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
個
人
宛

の
通
知
は
毎
月
自
己
負
担
が
１

０
０
円
以
上
軽
減
さ
れ
る
と
見

込
ま
れ
る
保
険
利
用
者
に
送
付

し
て
い
る
。
こ
の
通
知
は
年
に

１
回
出
し
て
お
り
、
新
た
に
別

の
医
薬
品
で
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医

薬
品
の
対
象
と
な
っ
た
場
合
は

改
め
て
通
知
を
し
て
い
る
。
通

知
の
内
容
、
様
式
は
県
内
保
険

者
で
の
協
議
の
結
果
に
よ
る
統

一
様
式
と
な
っ
て
い
る
。
内
容

の
改
善
に
つ
い
て
は
機
会
を
捉

え
て
提
案
は
し
た
い
と
思
っ
て

い
る
。
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品

へ
の
変
更
を
認
め
な
い
医
療
機

関
に
つ
い
て
は
町
と
し
て
は
把

握
で
き
な
い
た
め
、
申
し
入
れ

は
難
し
い
。
そ
の
た
め
、
差
額

通
知
、
後
発
医
薬
品
希
望
シ
ー

ル
の
普
及
を
継
続
し
て
推
進
し

た
い
と
思
っ
て
い
る
。

池田　弘昌　議員

　
　
　
　も
っ
と
統
括
監
会
議

を
活
発
に
す
る
必
要
が
あ
る
。

ま
た
、
副
町
長
は
多
く
の
委
員

を
し
て
い
た
が
、
ど
う
し
て
い

る
の
か
。

　
　
　
　メ
イ
ン
道
路
だ
け
で

な
く
ほ
か
に
町
の
整
備
事
業
で

活
性
化
策
と
な
る
事
業
が
あ
れ

ば
教
え
て
い
た
だ
き
た
い
。

　
　
　
　
　

　
　ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
に

変
更
し
た
場
合
に
、
負
担
が
ど

れ
ほ
ど
軽
減
す
る
か
の
個
人
宛

通
知
の
現
状
は
ど
う
な
の
か
。

そ
の
通
知
の
内
容
と
頻
度
を
改

善
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
。

　ま
た
、
全
て
の
薬
を
ジ
ェ
ネ

リ
ッ
ク
医
薬
品
に
変
更
で
き
な

い
医
院
な
ど
に
対
し
て
、
申
し

入
れ
を
す
べ
き
で
は
な
い
の
か
。

ジェネリック医薬品の普及
差額通知、後発医薬品希望シールの普及を
　　　継続して推進したい／保健福祉課長

　
　実
勢
価
格
、
地
価
公
示
価

格
、
課
税
標
準
額
、
い
ろ
い
ろ

あ
る
が
そ
れ
ぞ
れ
の
算
定
基
準

を
改
め
て
教
え
て
い
た
だ
き
た

い
。
最
近
は
逆
転
現
象
を
起
こ

し
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
る
の
で

は
な
い
か
。
適
正
に
課
税
を
し

て
納
税
者
に
も
気
持
ち
よ
く
納

税
を
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

税
金
の
評
価
基
準
を
問
う

基
準
に
そ
っ
た
課
税
を
し
て
い
る
／
税
務
課
長

　
　
　
　
　
　
　
ま
ず
、
用
語

に
つ
い
て
〝
実
勢
価
格…

土
地

の
取
引
で
実
際
売
買
し
た
価
格

地
価
公
示
価
格…

国
土
交
通
省

の
土
地
鑑
定
委
員
会
が
毎
年
１

回
３
月
に
公
示
す
る
土
地
の
価

格
　
国
税
局
の
路
線
価
格…
地

価
公
示
価
格
の
８
割
　
市
町
村

の
固
定
資
産
税
評
価
額…

地
価

公
示
価
格
の
７
割
　
課
税
標
準

…

固
定
資
産
税
評
価
額
の
８
割
〞

で
あ
る
。
ま
た
、
古
く
な
っ
た

空
き
家
に
つ
い
て
は
再
建
築
費

の
２
割
を
残
存
価
格
と
し
て
課

税
し
て
い
る
が
20
万
円
以
下
の

場
合
は
非
課
税
と
し
て
い
る
。

建
物
の
あ
る
住
宅
用
地
は
面
積

２
０
０
㎡
ま
で
は
６
分
の
１
、

２
０
０
㎡
以
上
で
建
物
の
10
倍

ま
で
の
面
積
は
３
分
の
１
に
減

額
と
す
る
特
例
措
置
が
あ
る
。

　
　
　
　
　
前
副
町
長
が
10
月

17
日
付
け
で
退
任
さ
れ
て
か
ら

本
日
で
１
月
と
24
日
に
な
る
が
、

他
の
市
町
村
の
事
例
を
み
る
と

長
い
と
こ
ろ
で
は
２
年
２
か
月

不
在
で
あ
っ
た
と
こ
ろ
も
あ
る
。

副
町
長
は
大
変
重
要
な
ポ
ジ
シ

ョ
ン
で
あ
り
、
長
期
間
に
わ
た

る
空
席
は
避
け
た
い
と
考
え
て

い
る
が
、
現
時
点
で
は
白
紙
の

状
態
で
あ
る
。
副
町
長
の
選
任

に
は
議
会
の
同
意
も
必
要
で
あ

る
た
め
、
そ
の
折
に
は
同
意
を

い
た
だ
き
た
い
。
　
　

整備が終わった山下地区
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価
格

地
価
公
示
価
格…

国
土
交
通
省

の
土
地
鑑
定
委
員
会
が
毎
年
１

回
３
月
に
公
示
す
る
土
地
の
価

格
　
国
税
局
の
路
線
価
格…

地

価
公
示
価
格
の
８
割
　
市
町
村

の
固
定
資
産
税
評
価
額…

地
価

公
示
価
格
の
７
割
　
課
税
標
準

…

固
定
資
産
税
評
価
額
の
８
割
〞

で
あ
る
。
ま
た
、
古
く
な
っ
た

空
き
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に
つ
い
て
は
再
建
築
費

の
２
割
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残
存
価
格
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し
て
課

税
し
て
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20
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下
の

場
合
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課
税
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し
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建
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あ
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２
０
０
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１
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２
０
０
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で
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面
積
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１
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減

額
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す
る
特
例
措
置
が
あ
る
。

　
　
　
　
　
前
副
町
長
が
10
月

17
日
付
け
で
退
任
さ
れ
て
か
ら

本
日
で
１
月
と
24
日
に
な
る
が
、

他
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市
町
村
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事
例
を
み
る
と

長
い
と
こ
ろ
で
は
２
年
２
か
月

不
在
で
あ
っ
た
と
こ
ろ
も
あ
る
。

副
町
長
は
大
変
重
要
な
ポ
ジ
シ

ョ
ン
で
あ
り
、
長
期
間
に
わ
た

る
空
席
は
避
け
た
い
と
考
え
て

い
る
が
、
現
時
点
で
は
白
紙
の

状
態
で
あ
る
。
副
町
長
の
選
任

に
は
議
会
の
同
意
も
必
要
で
あ

る
た
め
、
そ
の
折
に
は
同
意
を

い
た
だ
き
た
い
。
　
　

整備が終わった山下地区
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い
み
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問

宮
本
ま
ち
づ
く
り
課
長

松
井
地
域
整
備
課
長

松
井
地
域
整
備
課
長

亀
井
総
務
課
長

再
質
問

問
新都市の活性化

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
現
行

の
企
業
誘
致
条
例
で
適
用
可
能

か
と
の
こ
と
だ
が
、
今
回
は
一

度
更
地
に
し
、
改
め
て
新
し
く

施
設
を
設
置
す
る
こ
と
、
住
民

の
要
望
、
町
か
ら
の
要
望
に
応

じ
て
い
た
だ
い
て
い
る
こ
と
か

ら
現
状
の
条
例
で
十
分
対
応
で

き
る
と
考
え
て
い
る
。
既
存
企

業
持
続
活
性
化
条
項
を
加
え
る

こ
と
は
業
種
や
規
模
、
ま
た
支

援
内
容
を
具
体
化
し
て
い
く
必

要
が
あ
り
、
非
常
に
難
し
い
と

思
う
が
、
提
案
の
主
旨
は
理
解

し
て
お
り
、
調
査
・
研
究
を
進

め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
　

　
　漁
協
組
合
長
の
反
社
会
的

事
件
に
関
し
て
、
組
合
業
務
に

不
透
明
な
と
こ
ろ
は
な
か
っ
た

の
か
。
水
産
振
興
補
助
金
414
万

円
を
支
出
し
て
い
る
町
と
し
て
、

指
導
監
督
の
権
限
と
税
金
の
使

途
に
つ
い
て
責
任
を
果
た
し
て

い
た
の
か
。
ま
た
、
各
種
団
体

へ
の
補
助
金
の
根
拠
条
例
も
し

く
は
要
綱
の
整
備
状
況
は
い
か

が
か
。

補
助
金
交
付
団
体
の
指
導
監
督

今
後
の
組
合
運
営
に
つ
い
て

　協
議
し
た
い
と
考
え
て
い
る 

／
地
域
整
備
課
長

藍川 佳津樹　議員

　
　
　
　
　
　
　
　
　
今
回
の

事
件
は
あ
く
ま
で
も
個
人
の
事

件
で
組
合
の
運
営
と
は
関
係
な

い
も
の
と
捉
え
て
い
る
。
組
合

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　工
事
協
力
金
を
業
者

に
要
求
、
組
合
の
領
収
書
を
出

し
て
い
る
噂
。
町
は
こ
れ
を
噂

で
も
ご
存
知
か
。
事
実
な
ら
指

導
は
可
能
か
。

　
　ビ
ブ
レ
の
解
体
も
進
み
、

町
民
の
不
安
関
心
の
中
、
来
年

秋
ご
ろ
に
は
再
開
の
見
込
み
と

報
告
を
い
た
だ
い
て
お
り
、
期

待
を
持
つ
と
こ
ろ
。
そ
こ
で
こ

の
事
業
に
つ
い
て
現
行
の
企
業

誘
致
条
例
で
適
応
可
能
か
ど
う

か
、
で
き
れ
ば
既
存
企
業
持
続

企業誘致条例の適用取り扱い
現状の条例で十分対応できると
　　　　考えている ／まちづくり課長

第９回議会報告会第９回議会報告会
　11月５日（水）に「第９回宇多津町議会報告会」を開催し、47名の方に参加いただきました。
　議会についての説明後、合同委員会からは
平成２５年度一般会計、特別会計についての
説明と報告、総務建設常任委員会からは上下
水道会計決算と老朽管の耐震化促進について
報告しました。また、教育民生常任委員会か
らは国民健康保険・後期高齢者医療・介護保
険特別会計の決算報告を行ないました。その
後テーマを「どうなる？新都市」としたフリ
ートークで参加者のご意見をお聴きしました。
出されたご意見は今後の町政に活かしていき
ます。ご参加、ありがとうございました。

参加者から出されたご意見・ご要望など

・議会が前向きに考えている感があった。

・結局何が正しいかよくわからなかった。

・意見交換により情報把握ができた。

・今後も１回でも長く続けてほしい。

・パワーポイントによる説明でよく理解できた。

・説明に間違いが多い。発言に重みがあること

　を自覚してほしい。

おいでました

　埼玉県児玉郡は神川町・上里町・美里町の３町から成り、
県北部に位置し、人口56,039人、面積110㎢

今回の視察目的
・議会基本条例
・休日議会の開催
・住民懇談会
・議会報告会などの議会活動に関する意見交換

埼玉県児玉郡議長会（９名） 10/27

組
織
に
つ
い
て
は
12
月
２
日
の

漁
協
組
合
の
臨
時
会
に
て
新
組

合
長
が
決
定
し
た
。
そ
こ
で
新

組
合
長
に
対
し
て
今
後
の
組
合

運
営
に
つ
い
て
協
議
の
場
を
持

つ
よ
う
申
し
入
れ
、
協
議
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。
決

算
書
の
調
査
に
つ
い
て
も
新
組

合
長
に
そ
の
旨
を
伝
え
、
書
類

な
ど
を
見
せ
て
も
ら
お
う
と
思

っ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
各
種
団
体
に

対
す
る
補
助
金
の
根
拠
と
し
て

は
宇
多
津
町
補
助
金
交
付
条
例

が
あ
る
。要
綱
は
定
め
て
い
な
い
。　

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
そ
の
話

に
つ
い
て
は
全
く
把
握
し
て
い

な
い
。
警
察
の
調
査
を
待
つ
べ

き
だ
と
思
う
が
、
町
が
そ
こ
ま

で
立
ち
入
れ
る
か
ど
う
か
は
検

討
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
。
　
　

　
　
　
　
　

活
性
化
条
項
を
加
え
て
、
無
理

の
な
い
解
釈
で
適
用
を
考
え
て

は
。

　質疑内容
　・議会基本条例制定までの流れ
　・休日議会の参加者について
　・議会報告会の参加人数、報告会の内容
　・定数10名で議会活動ができているのか

熱心に聞き入る参加者

パワーポイントを使った説明

３町の議長、副議長などが訪れた



1415

一
般
質
問

一
般
質
問

補
助
金
の
使
い
み
ち

宇多津町議会だより No.53宇多津町議会だより No.53

問

宮
本
ま
ち
づ
く
り
課
長

松
井
地
域
整
備
課
長

松
井
地
域
整
備
課
長

亀
井
総
務
課
長

再
質
問

問
新都市の活性化

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
現
行

の
企
業
誘
致
条
例
で
適
用
可
能

か
と
の
こ
と
だ
が
、
今
回
は
一

度
更
地
に
し
、
改
め
て
新
し
く

施
設
を
設
置
す
る
こ
と
、
住
民

の
要
望
、
町
か
ら
の
要
望
に
応

じ
て
い
た
だ
い
て
い
る
こ
と
か

ら
現
状
の
条
例
で
十
分
対
応
で

き
る
と
考
え
て
い
る
。
既
存
企

業
持
続
活
性
化
条
項
を
加
え
る

こ
と
は
業
種
や
規
模
、
ま
た
支

援
内
容
を
具
体
化
し
て
い
く
必

要
が
あ
り
、
非
常
に
難
し
い
と

思
う
が
、
提
案
の
主
旨
は
理
解

し
て
お
り
、
調
査
・
研
究
を
進

め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
　

　
　漁
協
組
合
長
の
反
社
会
的

事
件
に
関
し
て
、
組
合
業
務
に

不
透
明
な
と
こ
ろ
は
な
か
っ
た

の
か
。
水
産
振
興
補
助
金
414
万

円
を
支
出
し
て
い
る
町
と
し
て
、

指
導
監
督
の
権
限
と
税
金
の
使

途
に
つ
い
て
責
任
を
果
た
し
て

い
た
の
か
。
ま
た
、
各
種
団
体

へ
の
補
助
金
の
根
拠
条
例
も
し

く
は
要
綱
の
整
備
状
況
は
い
か

が
か
。

補
助
金
交
付
団
体
の
指
導
監
督

今
後
の
組
合
運
営
に
つ
い
て

　協
議
し
た
い
と
考
え
て
い
る 

／
地
域
整
備
課
長

藍川 佳津樹　議員

　
　
　
　
　
　
　
　
　
今
回
の

事
件
は
あ
く
ま
で
も
個
人
の
事

件
で
組
合
の
運
営
と
は
関
係
な

い
も
の
と
捉
え
て
い
る
。
組
合

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　工
事
協
力
金
を
業
者

に
要
求
、
組
合
の
領
収
書
を
出

し
て
い
る
噂
。
町
は
こ
れ
を
噂

で
も
ご
存
知
か
。
事
実
な
ら
指

導
は
可
能
か
。

　
　ビ
ブ
レ
の
解
体
も
進
み
、

町
民
の
不
安
関
心
の
中
、
来
年

秋
ご
ろ
に
は
再
開
の
見
込
み
と

報
告
を
い
た
だ
い
て
お
り
、
期

待
を
持
つ
と
こ
ろ
。
そ
こ
で
こ

の
事
業
に
つ
い
て
現
行
の
企
業

誘
致
条
例
で
適
応
可
能
か
ど
う

か
、
で
き
れ
ば
既
存
企
業
持
続

企業誘致条例の適用取り扱い
現状の条例で十分対応できると
　　　　考えている ／まちづくり課長

第９回議会報告会第９回議会報告会
　11月５日（水）に「第９回宇多津町議会報告会」を開催し、47名の方に参加いただきました。
　議会についての説明後、合同委員会からは
平成２５年度一般会計、特別会計についての
説明と報告、総務建設常任委員会からは上下
水道会計決算と老朽管の耐震化促進について
報告しました。また、教育民生常任委員会か
らは国民健康保険・後期高齢者医療・介護保
険特別会計の決算報告を行ないました。その
後テーマを「どうなる？新都市」としたフリ
ートークで参加者のご意見をお聴きしました。
出されたご意見は今後の町政に活かしていき
ます。ご参加、ありがとうございました。

参加者から出されたご意見・ご要望など

・議会が前向きに考えている感があった。

・結局何が正しいかよくわからなかった。

・意見交換により情報把握ができた。

・今後も１回でも長く続けてほしい。

・パワーポイントによる説明でよく理解できた。

・説明に間違いが多い。発言に重みがあること

　を自覚してほしい。

おいでました

　埼玉県児玉郡は神川町・上里町・美里町の３町から成り、
県北部に位置し、人口56,039人、面積110㎢

今回の視察目的
・議会基本条例
・休日議会の開催
・住民懇談会
・議会報告会などの議会活動に関する意見交換

埼玉県児玉郡議長会（９名） 10/27

組
織
に
つ
い
て
は
12
月
２
日
の

漁
協
組
合
の
臨
時
会
に
て
新
組

合
長
が
決
定
し
た
。
そ
こ
で
新

組
合
長
に
対
し
て
今
後
の
組
合

運
営
に
つ
い
て
協
議
の
場
を
持

つ
よ
う
申
し
入
れ
、
協
議
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。
決

算
書
の
調
査
に
つ
い
て
も
新
組

合
長
に
そ
の
旨
を
伝
え
、
書
類

な
ど
を
見
せ
て
も
ら
お
う
と
思

っ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
各
種
団
体
に

対
す
る
補
助
金
の
根
拠
と
し
て

は
宇
多
津
町
補
助
金
交
付
条
例

が
あ
る
。要
綱
は
定
め
て
い
な
い
。　

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
そ
の
話

に
つ
い
て
は
全
く
把
握
し
て
い

な
い
。
警
察
の
調
査
を
待
つ
べ

き
だ
と
思
う
が
、
町
が
そ
こ
ま

で
立
ち
入
れ
る
か
ど
う
か
は
検

討
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
。
　
　

　
　
　
　
　

活
性
化
条
項
を
加
え
て
、
無
理

の
な
い
解
釈
で
適
用
を
考
え
て

は
。

　質疑内容
　・議会基本条例制定までの流れ
　・休日議会の参加者について
　・議会報告会の参加人数、報告会の内容
　・定数10名で議会活動ができているのか

熱心に聞き入る参加者

パワーポイントを使った説明

３町の議長、副議長などが訪れた



1617 宇多津町議会だより No.53宇多津町議会だより No.53

研
修
報
告

研
修
報
告

意
見
交
換
会

意
見
交
換
会

意見交換会意見交換会
　
12
月
２
日
、
香
川
県
町
議
会

議
員
研
修
会
が
香
川
県
自
治
会

館
で
開
催
さ
れ
、
本
町
か
ら
も

議
員
８
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

 

町
村
議
会
を
取
り
巻
く

　

 

諸
情
勢
を
学
ぶ

　
１
．
小
規
模
議
会
の
運
営

　
・
議
会
は
正
誤
を
判
断
す
る
の

　
　
み
の
機
関
だ
け
で
な
く
、
住

　
　
民
を
代
表
す
る
様
々
な
意
見

　
　
を
持
っ
た
議
員
が
議
論
し
て

　
　
合
意
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ

　
　
る
。

　
　
　
議
会
報
告
会
・
住
民
懇
談
会

　
　
　
議
会
基
本
条
例
・
議
会
傍
聴

　
　
　
情
報
公
開
の
充
実
・
住
民
、

　
　
　
長
と
の
関
係

　
２
．
地
方
議
会
制
度
に
関
す
る

　
　
国
の
動
向

　
・
条
例
に
よ
り
、
定
例
会
・
臨

　
　
時
会
を
設
け
ず
、
通
年
の
会

　
　
期
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
　
　
議
会
会
期
・
臨
時
会
の
招
集

　
　
　
権
・
議
会
運
営
・
調
査
権
・

　
　
　
政
務
活
動
費
な
ど

　
３
．
そ
の
他

　
・
総
人
口
の
長
期
的
推
移

　
・
町
村
議
会
議
員
の
現
況

　
 

安
全
な
食
品
の
選
び
方
・

　
 

食
べ
方

　
佐
藤
達
夫
（
食
生
活
ジ
ャ
ー
ナ

　
リ
ス
ト
の
会
代
表
幹
事
）

　
　
冷
凍
食
品
へ
の
農
薬
混
入
や

　
Ｏ‐

157
食
中
毒
な
ど
食
の
安
全
を

　
脅
か
す
出
来
事
が
後
を
絶
ち
ま

　
せ
ん
。
ま
た
、
そ
れ
以
前
か
ら
　

　
私
た
ち
の
周
囲
に
は
食
品
表
示

　
違
反
や
添
加
物
、
残
留
農
薬
な

　
ど
「
食
の
安
全
」
を
取
り
巻
く

　
不
安
要
素
が
あ
ふ
れ
て
い
ま
す
。

　
　
今
、
日
本
人
の
平
均
寿
命
は

　
世
界
の
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
で
す
。

　
つ
ま
り
私
た
ち
の
食
べ
て
い
る

　
食
品
は
「
世
界
一
安
全
」
だ
と

　
考
え
ら
れ
る
の
に
、
日
本
人
の

　
多
く
が
食
の
不
安
に
お
び
え
て

　
い
る
の
は
な
ぜ
で
し
ょ
う
。

　
１
．
不
安
要
素

　
・
合
成
と
天
然
の
区
別
が
つ
き

　
　
に
く
い
。

　
・
一
括
表
示
で
は
何
が
使
用
さ

　
　
れ
て
い
る
か
分
ら
な
い
。

　
・
表
示
さ
れ
な
い
添
加
物
も
あ

　
　
る
。

　
２
．
対
策
と
し
て

　
・
と
に
か
く
表
示
を
チ
ェ
ッ
ク

　
　
す
る
。

　
・
輸
入
食
品
に
多
い
合
成
添
加

　
　
物
に
注
意
す
る
。

　
・
疑
問
は
保
健
所
に
問
い
合
わ

　
　
せ
る
。

　
３
．
水
道
水
は
安
全
か

　
・
カ
ル
キ
臭
は
安
全
な
証
拠
。

　
　
水
道
水
を
塩
素
で
消
毒
す
る

　
　
と
、
ご
く
わ
ず
か
に
ト
リ
ハ

　
　
ロ
メ
タ
ン
が
生
じ
る
。

　
・
水
の
味
は
温
度
と
関
係
が
深

　
　
く
、
冷
た
い
方
が
美
味
し
く

　
　
感
じ
る
。

　
４
．
が
ん
予
防
に
つ
い
て
は
次

　
　
の
７
か
条
を
心
が
け
る

自治会連合会

ＰＴＡ連絡協議会

①11/20　②７名
③・自治会加入率アップを目指す。
　・低所得者に対する自治会費の補助はでき
　　ないか。
　・地域単位での夏祭りのようなものを広げ
　　たい。
　・住んで良かったと思える町にしたい。
　・防犯・防災上も不安な空き家対策を。
　　（更地にすると固定資産税が上がること
　　も要因）
　・改築して空き家に住んでくれる人には改
　　築費用の、壊す人には解体費用の補助を。
　・好評だった町の防災訓練を、来年度から
　　は小中学校を核にした地域ごとに行なう。

①11/17　②10名
③・子どもの医療費補助（中学３年まで）は
　　助かっているが、現物支給にしてほしい。
　・学校、教育委員会、保護者との対話の場
　　が希薄になっている。
　・世界で活躍するような人を学校に呼んで
　　ほしい。
　・宇小校区では国道１１号線下の地下道を
　　通っているが、子どもたちは暗くて怖が
　　っている。
　・ICTを活用した教育はますます増えると
　　思うが、iPadの導入は今の親のレベルで
　　は不安。
　・公園の遊具が古くなっていたり、広場の
　　自由度がなかったりする。
　・街灯が切れかかっていたら、どうすれば
　　いいのか。

農　業　委　員　会
①12/20　②農業委員10名
③・新規後継者（若者）への育成・助成をお
　　願いしたい。
　・認定農業者・営農農業者への助成を。　　
　・地元産物（野菜など）の学校給食への利
　　用を進めてほしい。
　・農業振興地域制度に加入していないため、
　　地域整備等の適用が受けられない。町独
　　自の対策を求める。
　・農業弱者（２反未満の農家）への考慮が
　　足りない。
　・宇多津農業協同組合の存続を求める。
　・公金の紛失について。
　・農業委員会日と議会の行事の重複をなく
　　してほしい。　

①11/21　②婦人会役員12名
③・古街の家の予約が取れなかったが、そん
　　なに使われているのか。役場の予約対応
　　が不親切。
　・最近平山の公園などで中学生がたむろし
　　ており、小学生の非行も心配。
　・公立保育所の中堅の先生が次々と辞めて
　　いるが、大丈夫なのか。
　・本町の方が丸亀市より生活保護が受けや
　　すいと聞くが、本当なのか。
　・多門寺入り口付近の道路整備のあと、道
　　路に段差ができているので何とかならな
　　いか。
　・大松杯のうどん接待で、関係者以外が食
　　べ過ぎるので、選手などにうどん券を配
　　りたい。

婦　人　会

香
川
県
町
議
会

議 
員 
研 

修 

会
     

が
ん
予
防
７
か
条

  

一
、野
菜
は
毎
食
、
果
物
は
毎
日
食

  

　
べ
る
。
（
合
計
で
400
ｇ
以
上
）

 

二
、塩
分
摂
取
は
最
小
限
に

    

（
一
日
９
ｇ
以
下
）

 

三
、定
期
的
に
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
す

　  

る
。

 

四
、標
準
的
な
体
重
を
保
つ
。

　 

（
Ｂ
Ｍ
Ｉ
値
は
21
〜
27
）

 

五
、熱
す
ぎ
る
食
べ
物
は
避
け
る
。

 

六
、お
酒
は
日
本
酒
な
ら
一
日
１
合
、

  

　
ビ
ー
ル
な
ら
大
び
ん
１
本
以
内
。

 

七
、タ
バ
コ
は
吸
わ
な
い
。

    

（
他
人
の
タ
バ
コ
の
煙
も
避
け
る
）

①日にち　       ②参加人数
③出された意見
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研
修
報
告

研
修
報
告

意
見
交
換
会

意
見
交
換
会

意見交換会意見交換会
　
12
月
２
日
、
香
川
県
町
議
会

議
員
研
修
会
が
香
川
県
自
治
会

館
で
開
催
さ
れ
、
本
町
か
ら
も

議
員
８
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

 

町
村
議
会
を
取
り
巻
く

　

 

諸
情
勢
を
学
ぶ

　
１
．
小
規
模
議
会
の
運
営

　
・
議
会
は
正
誤
を
判
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す
る
の

　
　
み
の
機
関
だ
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で
な
く
、
住

　
　
民
を
代
表
す
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様
々
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意
見

　
　
を
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っ
た
議
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議
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て

　
　
合
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こ
と
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あ
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。
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議
会
基
本
条
例
・
議
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係

　
２
．
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方
議
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す
る
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向

　
・
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例
に
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、
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会
・
臨

　
　
時
会
を
設
け
ず
、
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の
会

　
　
期
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
　
　
議
会
会
期
・
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時
会
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集
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・
議
会
運
営
・
調
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権
・

　
　
　
政
務
活
動
費
な
ど

　
３
．
そ
の
他

　
・
総
人
口
の
長
期
的
推
移

　
・
町
村
議
会
議
員
の
現
況

　

 

安
全
な
食
品
の
選
び
方
・

　

 

食
べ
方

　
佐
藤
達
夫
（
食
生
活
ジ
ャ
ー
ナ

　
リ
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の
会
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表
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事
）

　
　
冷
凍
食
品
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農
薬
混
入
や

　
Ｏ‐
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「
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の
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安
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。
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。
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食
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一
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」
だ
と
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れ
る
の
に
、
日
本
人
の

　
多
く
が
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の
不
安
に
お
び
え
て

　
い
る
の
は
な
ぜ
で
し
ょ
う
。

　
１
．
不
安
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・
合
成
と
天
然
の
区
別
が
つ
き

　
　
に
く
い
。

　
・
一
括
表
示
で
は
何
が
使
用
さ

　
　
れ
て
い
る
か
分
ら
な
い
。

　
・
表
示
さ
れ
な
い
添
加
物
も
あ

　
　
る
。

　
２
．
対
策
と
し
て

　
・
と
に
か
く
表
示
を
チ
ェ
ッ
ク

　
　
す
る
。

　
・
輸
入
食
品
に
多
い
合
成
添
加

　
　
物
に
注
意
す
る
。

　
・
疑
問
は
保
健
所
に
問
い
合
わ

　
　
せ
る
。

　
３
．
水
道
水
は
安
全
か

　
・
カ
ル
キ
臭
は
安
全
な
証
拠
。

　
　
水
道
水
を
塩
素
で
消
毒
す
る

　
　
と
、
ご
く
わ
ず
か
に
ト
リ
ハ

　
　
ロ
メ
タ
ン
が
生
じ
る
。

　
・
水
の
味
は
温
度
と
関
係
が
深

　
　
く
、
冷
た
い
方
が
美
味
し
く

　
　
感
じ
る
。

　
４
．
が
ん
予
防
に
つ
い
て
は
次

　
　
の
７
か
条
を
心
が
け
る

自治会連合会

ＰＴＡ連絡協議会

①11/20　②７名
③・自治会加入率アップを目指す。
　・低所得者に対する自治会費の補助はでき
　　ないか。
　・地域単位での夏祭りのようなものを広げ
　　たい。
　・住んで良かったと思える町にしたい。
　・防犯・防災上も不安な空き家対策を。
　　（更地にすると固定資産税が上がること
　　も要因）
　・改築して空き家に住んでくれる人には改
　　築費用の、壊す人には解体費用の補助を。
　・好評だった町の防災訓練を、来年度から
　　は小中学校を核にした地域ごとに行なう。

①11/17　②10名
③・子どもの医療費補助（中学３年まで）は
　　助かっているが、現物支給にしてほしい。
　・学校、教育委員会、保護者との対話の場
　　が希薄になっている。
　・世界で活躍するような人を学校に呼んで
　　ほしい。
　・宇小校区では国道１１号線下の地下道を
　　通っているが、子どもたちは暗くて怖が
　　っている。
　・ICTを活用した教育はますます増えると
　　思うが、iPadの導入は今の親のレベルで
　　は不安。
　・公園の遊具が古くなっていたり、広場の
　　自由度がなかったりする。
　・街灯が切れかかっていたら、どうすれば
　　いいのか。

農　業　委　員　会
①12/20　②農業委員10名
③・新規後継者（若者）への育成・助成をお
　　願いしたい。
　・認定農業者・営農農業者への助成を。　　
　・地元産物（野菜など）の学校給食への利
　　用を進めてほしい。
　・農業振興地域制度に加入していないため、
　　地域整備等の適用が受けられない。町独
　　自の対策を求める。
　・農業弱者（２反未満の農家）への考慮が
　　足りない。
　・宇多津農業協同組合の存続を求める。
　・公金の紛失について。
　・農業委員会日と議会の行事の重複をなく
　　してほしい。　

①11/21　②婦人会役員12名
③・古街の家の予約が取れなかったが、そん
　　なに使われているのか。役場の予約対応
　　が不親切。
　・最近平山の公園などで中学生がたむろし
　　ており、小学生の非行も心配。
　・公立保育所の中堅の先生が次々と辞めて
　　いるが、大丈夫なのか。
　・本町の方が丸亀市より生活保護が受けや
　　すいと聞くが、本当なのか。
　・多門寺入り口付近の道路整備のあと、道
　　路に段差ができているので何とかならな
　　いか。
　・大松杯のうどん接待で、関係者以外が食
　　べ過ぎるので、選手などにうどん券を配
　　りたい。

婦　人　会

香
川
県
町
議
会

議 

員 
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会

     

が
ん
予
防
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か
条
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、野
菜
は
毎
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、
果
物
は
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日
食
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。
（
合
計
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400
ｇ
以
上
）
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、塩
分
摂
取
は
最
小
限
に

    

（
一
日
９
ｇ
以
下
）

 

三
、定
期
的
に
ウ
ォ
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キ
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グ
を
す

　  

る
。

 

四
、標
準
的
な
体
重
を
保
つ
。

　 

（
Ｂ
Ｍ
Ｉ
値
は
21
〜
27
）

 

五
、熱
す
ぎ
る
食
べ
物
は
避
け
る
。

 

六
、お
酒
は
日
本
酒
な
ら
一
日
１
合
、

  

　
ビ
ー
ル
な
ら
大
び
ん
１
本
以
内
。

 

七
、タ
バ
コ
は
吸
わ
な
い
。

    

（
他
人
の
タ
バ
コ
の
煙
も
避
け
る
）

①日にち　       ②参加人数
③出された意見
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応
援
し
ょ
う
で
ぇ
〜

応
援
し
ょ
う
で
ぇ
〜

追跡調査追跡調査　皆さんは、宇夫階神社で「浦安の舞」を踊る小学生

をご存知ですか。秋の例大祭はもちろん、夏の慰霊祭、

亀石神社の祭り、さらには元日の午前６時から行なわ

れる歳旦祭など、神社の祭事の時には４人の小学生が

舞を踊っています。暑い時も、寒い時も美しく舞う女

の子たちにインタビューしました。

・
覚
え
る
ま
で
は
週
１
回

　
覚
え
て
し
ま
え
ば
月
１

　
回
で
大
丈
夫
。

練
習
は
ど
れ
く
ら
い
？

・
暑
い
時
や
寒
い
時
。

・
今
日
の
よ
う
に
朝
が

　
早
い
時
は
眠
た
い
。

・
ほ
か
の
学
校
の
子
と

　
会
え
る
。

辛
い
こ
と
、
楽
し
い

こ
と
は
？

・
知
り
合
い
に
誘
わ
れ
た
か

　
ら
。

（
６
年
生
ま
で
し
か
踊
れ
な

　
い
の
で
、
踊
っ
て
い
る
子

　
が
６
年
生
に
な
る
と
次
の

　
子
を
探
し
て
く
る
）

始
め
た
き
っ
か
け
は
？

・
日
舞…

…
…
…

１
人

・
ピ
ア
ノ…

…
…

３
人

・
習
字…

…
…
…

３
人

ス
イ
ミ
ン
グ
、
バ
ド
ミ

ン
ト
ン
、
学
習
塾
な
ど

ど
ん
な
習
い
事
を

　
　
　
　 

し
て
る
？

　
昭
和
15
年
、
皇
紀
二
千
六
百
年
祝
典
の
時
に
、
昭
和

天
皇
の
詠
ま
れ
た
和
歌
を
も
と
に
「
浦
安
の
舞
」
が
作

ら
れ
、
宇
夫
階
神
社
で
も
踊
ら
れ
た
。

　
し
ば
ら
く
す
た
れ
て
い
た
が
、
今
か
ら
15
年
く
ら
い

前
に
雅
楽
で
演
奏
す
る
こ
と
に
な
り
、
舞
が
あ
っ
た
方

が
い
い
と
復
活
し
た
。
先
生
が
直
接
「
浦
安
の
舞
」
を

西
宮
ま
で
習
い
に
行
か
れ
て
、
女
の
子
た
ち
に
教
え
、

今
現
在
も
続
い
て
い
る
。

植
松 

桜
矢
さ
ん
（
６
年
）

西
山 

愛
海
さ
ん
（
６
年
）

朝
倉 

優
衣
さ
ん
（
５
年
）

丸
野 

紗
也
果
さ
ん
（
５
年
）

う
え
ま
つ
　  

さ   

や

あ
さ
く
ら
　  

ゆ   

い

ま
る  

の   

　
さ
　
や
　
か

に
し
や
ま
　
ま
な
　
み

応援しょうでぇ～
宇多津っ子

指導されている藤間朋絵先生

「電気自動車充電器、うたづ臨海公園に設置]「電気自動車充電器、うたづ臨海公園に設置]
　うたづ臨海公園に電気自動車充電器が設置されました。
　工事費約572万円のうち、2/3の約350万円は国か
らの補助、1/3の170万円は自動車メーカー４社による
補助を受けています。この支援は８年間のランニングコ
ストも対象になりますが、契約内容について問題がある

「古街の家は、利用されているの？」「古街の家は、利用されているの？」
　婦人会との懇談でも「いつも明かりが点いていないのに、予約しようとしたらいっぱいだっ
た」「予約の仕方がわかりにくい」などのお声をいただきました。
　昨年４月からの日中利用も含めた件数では、多かったのが８月の27件、次いで11月の22
件となっています。また、宿泊だけを見ると8月の19件が最も多く、次いで7月、10月、
11月の12件となっています。夏期休暇や連休を利用した方が多かったようです。人数では4
月が100人を超えたほか、8月、11月も90人を超える人が利用しています。
　さて、夏期や連休の時には家族連れが多かったようですが、今年は秋のお祭りの時に親戚で
泊まった例がありました。東京や大阪にいる親戚が久しぶりに集まって、懐かしい街並みの残

古街の家

12月に行われたイベント「英語でおひなさん」

る中で思い出話が尽きなかったそうです。親戚が集まる
というと昔は本家に泊まっていたそうですが、世話をす
る人が大変で集まれなかったそうです。またホテルだと
皆で話せる場所があまりありませんが、昔の家のような
雰囲気で、宇多津に住んでいる人も話しに来られて、と
てもいいひと時を過ごせたと喜んで帰られました。この
ような親戚の集まりや同窓会などの利用では、一度宇多
津を出た方たちが泊まって宇多津の良さを再認識してく
ださるので、リピーターとしても大いに期待できます。
　まちづくり課では旅行雑誌、県の広報誌などでもＰＲ
していますが、今後もさらに利用者が増えていくよう、
ＰＲには力を入れていくとのことです。

として、香川県の要請で現在は未契約となっています。
　使用方法は、電気自動車購入時に利用者がカードを申し込み、そのカードで利用します。
　ただし、カードを所有していない人が充電に来た場合は、予備のカードで対応します。
予備カードはうたづ海ホタルと地域整備課が所有します。
　今後、契約に向けての協議が長引くようであれば、町として単独での運用開始も考える
ことになるでしょう。

ブルーシートがかけられた電気充電器

真剣なまなざしで「浦安の舞」を踊る
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応
援
し
ょ
う
で
ぇ
〜

応
援
し
ょ
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追跡調査追跡調査　皆さんは、宇夫階神社で「浦安の舞」を踊る小学生

をご存知ですか。秋の例大祭はもちろん、夏の慰霊祭、

亀石神社の祭り、さらには元日の午前６時から行なわ

れる歳旦祭など、神社の祭事の時には４人の小学生が

舞を踊っています。暑い時も、寒い時も美しく舞う女

の子たちにインタビューしました。

・
覚
え
る
ま
で
は
週
１
回

　
覚
え
て
し
ま
え
ば
月
１

　
回
で
大
丈
夫
。

練
習
は
ど
れ
く
ら
い
？

・
暑
い
時
や
寒
い
時
。

・
今
日
の
よ
う
に
朝
が

　
早
い
時
は
眠
た
い
。

・
ほ
か
の
学
校
の
子
と

　
会
え
る
。

辛
い
こ
と
、
楽
し
い

こ
と
は
？

・
知
り
合
い
に
誘
わ
れ
た
か

　
ら
。

（
６
年
生
ま
で
し
か
踊
れ
な

　
い
の
で
、
踊
っ
て
い
る
子

　
が
６
年
生
に
な
る
と
次
の

　
子
を
探
し
て
く
る
）

始
め
た
き
っ
か
け
は
？

・
日
舞…

…
…
…

１
人

・
ピ
ア
ノ…

…
…

３
人

・
習
字…

…
…
…

３
人

ス
イ
ミ
ン
グ
、
バ
ド
ミ

ン
ト
ン
、
学
習
塾
な
ど

ど
ん
な
習
い
事
を

　
　
　
　 

し
て
る
？

　
昭
和
15
年
、
皇
紀
二
千
六
百
年
祝
典
の
時
に
、
昭
和

天
皇
の
詠
ま
れ
た
和
歌
を
も
と
に
「
浦
安
の
舞
」
が
作

ら
れ
、
宇
夫
階
神
社
で
も
踊
ら
れ
た
。

　
し
ば
ら
く
す
た
れ
て
い
た
が
、
今
か
ら
15
年
く
ら
い

前
に
雅
楽
で
演
奏
す
る
こ
と
に
な
り
、
舞
が
あ
っ
た
方

が
い
い
と
復
活
し
た
。
先
生
が
直
接
「
浦
安
の
舞
」
を

西
宮
ま
で
習
い
に
行
か
れ
て
、
女
の
子
た
ち
に
教
え
、

今
現
在
も
続
い
て
い
る
。

植
松 

桜
矢
さ
ん
（
６
年
）

西
山 

愛
海
さ
ん
（
６
年
）

朝
倉 

優
衣
さ
ん
（
５
年
）

丸
野 

紗
也
果
さ
ん
（
５
年
）

う
え
ま
つ
　  

さ   

や

あ
さ
く
ら
　  

ゆ   

い

ま
る  

の   

　
さ
　
や
　
か

に
し
や
ま
　
ま
な
　
み

応援しょうでぇ～
宇多津っ子

指導されている藤間朋絵先生
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　さて、夏期や連休の時には家族連れが多かったようですが、今年は秋のお祭りの時に親戚で
泊まった例がありました。東京や大阪にいる親戚が久しぶりに集まって、懐かしい街並みの残

古街の家

12月に行われたイベント「英語でおひなさん」

る中で思い出話が尽きなかったそうです。親戚が集まる
というと昔は本家に泊まっていたそうですが、世話をす
る人が大変で集まれなかったそうです。またホテルだと
皆で話せる場所があまりありませんが、昔の家のような
雰囲気で、宇多津に住んでいる人も話しに来られて、と
てもいいひと時を過ごせたと喜んで帰られました。この
ような親戚の集まりや同窓会などの利用では、一度宇多
津を出た方たちが泊まって宇多津の良さを再認識してく
ださるので、リピーターとしても大いに期待できます。
　まちづくり課では旅行雑誌、県の広報誌などでもＰＲ
していますが、今後もさらに利用者が増えていくよう、
ＰＲには力を入れていくとのことです。

として、香川県の要請で現在は未契約となっています。
　使用方法は、電気自動車購入時に利用者がカードを申し込み、そのカードで利用します。
　ただし、カードを所有していない人が充電に来た場合は、予備のカードで対応します。
予備カードはうたづ海ホタルと地域整備課が所有します。
　今後、契約に向けての協議が長引くようであれば、町として単独での運用開始も考える
ことになるでしょう。

ブルーシートがかけられた電気充電器

真剣なまなざしで「浦安の舞」を踊る
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議
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広
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特
別
委
員
会

委 

員 

長
　
西
本
　
祐
子

副
委
員
長
　
柴
村
　
賢
三

委
　
　
員
　
大
松
喜
次
郎

委
　
　
員
　
宮
本
　
　
隆

委
　
　
員
　
濵
中
　
保
夫

　
か
つ
て
住
ん
で
い
た
九
州
の
山
間

に
今
で
い
う
産
直
の
よ
う
な
茶
店
が

あ
り
ま
し
た
。
近
く
の
女
性
た
ち
が

割
烹
着
を
着
て
地
域
な
ら
で
は
の
饅

頭
を
作
っ
た
り
、
地
元
の
野
菜
を
売

っ
た
り
し
て
い
ま
し
た
。
そ
の
名
が

「
若
妻
の
店
」
と
言
っ
て
、
そ
の
地

域
の
農
家
に
嫁
い
だ
若
い
奥
さ
ん
た

ち
が
、
先
輩
主
婦
に
地
元
の
味
を
教

わ
り
な
が
ら
お
店
を
運
営
し
て
い
ま

し
た
。
そ
の
活
動
に
憧
れ
て
名
前
を

頂
戴
し
た
の
で
、
若
い
主
婦
が
集
う

か
ら
「
若
妻
の
会
」
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
悪
し
か
ら
ず…

…

。

　
地
域
に
関
わ
り
日
々
楽
し
く
暮
ら

す
上
で
、
私
た
ち
が
大
切
に
し
て
い

る
こ
と
は
環
境
と
食
で
す
。

　
一
つ
目
の
環
境
で
す
が
、
エ
コ
な

暮
ら
し
を
始
め
た
い
と
い
う
方
に
は

ダ
ン
ボ
ー
ル
コ
ン
ポ
ス
ト
を
お
勧
め

し
て
い
ま
す
。
特
に
震
災
以
降
は
ま

す
ま
す
エ
コ
に
対
す
る
意
識
が
向
上

し
、
関
心
の
あ
る
方
も
増
え
て
い
ま

す
。
と
こ
ろ
が
、
ご
み
減
量
や
リ
サ

イ
ク
ル
率
は
ま
だ
ま
だ
進
ん
で
い
な

い
の
が
現
状
で
す
。
家
庭
か
ら
出
る

生
ご
み
は
ご
み
全
体
の
約
40
％
、
そ

の
生
ご
み
の
90
％
は
水
分
で
す
。
私

た
ち
は
栄
養
の
あ
る
水
分
を
、
わ
ざ

わ
ざ
燃
料
を
使
っ
て
燃
や
し
、
そ
の

　
議
長
交
際
費
と
は
、
議
会
議
長
が
冠
婚
葬
祭

や
各
種
行
事
な
ど
対
外
的
な
活
動
を
す
る
た
め

に
要
す
る
経
費
の
こ
と
で
、
交
際
費
の
予
算
科

目
か
ら
支
出
さ
れ
る
経
費
の
こ
と
で
す
。

　
本
町
議
会
で
は
よ
り
透
明
性
の
あ
る
開
か
れ

た
議
会
を
目
指
す
た
め
、
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
ペ

ー
ジ
で
団
体
名
と
金
額
を
公
開
し
て
い
ま
す
。

　
ち
な
み
に
丸
亀
市
で
は
原
則
と
し
て
上
限
を

１
万
円
以
内
、
坂
出
市
は
項
目
ご
と
に
１
万
円

以
内
、
５
千
円
以
内
と
決
め
て
い
ま
す
。
本
町

で
は
５
千
円
か
ら
１
万
円
が
多
く
、
年
間
予
算

は
80
万
円
で
す
。
も
ち
ろ
ん
、
税
金
で
す
！

　
皆
さ
ま
の
ご
意
見
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

水
分
の
た
め
に
焼
却
炉
を
傷
め
て
い

ま
す
。
そ
こ
で
、
家
庭
か
ら
出
る
生

ご
み
を
堆
肥
に
し
て
畑
に
使
用
し
た

い
と
考
え
ま
し
た
。

　
二
つ
目
は
食
、
堆
肥
を
使
っ
た
畑

の
実
り
を
そ
こ
で
頂
け
る
よ
う
に
、

小
さ
な
循
環
生
活
の
仕
組
み
作
り
に

も
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
畑
で
採
れ

た
旬
の
野
菜
を
使
っ
て
の
ピ
ザ
窯
イ

ベ
ン
ト
や
漬
物
・
梅
干
し
作
り
も
楽

し
ん
で
い
ま
す
。

　
今
後
の
活
動
で
は
、
宇
多
津
の
古

街
を
歩
く
イ
ベ
ン
ト
、
「
宇
多
津
古

街
マ
ル
シ
ェ
」
を
２
月
15
日
に
企
画

し
て
い
ま
す
。
寒
い
時
期
で
は
あ
り

ま
す
が
、
こ
め
っ
せ
、
三
角
邸
、
古

街
、
公
楽
、
ト
ナ
リ
食
堂
を
会
場
に

人
気
の
お
店
を
集
め
、
食
の
お
祭
り

を
開
催
し
ま
す
。
宇
多
津
の
古
い
町

並
み
を
ご
存
知
な
い
方
が
来
ら
れ
る

こ
と
で
町
の
良
さ
を
知
っ
て
頂
き
、

た
く
さ
ん
の
方
と
関
わ
り
を
持
っ
て

い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
今
年
は
未
年
で
す
。
12

年
前
は
ど
ん
な
年
だ
っ
た

の
で
し
ょ
う
か
。
イ
ラ
ク

の
フ
セ
イ
ン
政
権
が
崩
壊
、

｢

冬
の
ソ
ナ
タ｣

が
ヒ
ッ
ト

し
韓
流
ブ
ー
ム
に
火
が
つ

く
、「
六
本
木
ヒ
ル
ズ
」が

オ
ー
プ
ン
し
ヒ
ル
ズ
族
が

誕
生
、｢

日
本
郵
政
公
社｣

が
発
足
、「
ノ
ン
ア
ル
コ
ー

ル
ビ
ー
ル
」
が
発
売
と
い
う

年
で
し
た
。
あ
ま
り
変
わ

っ
て
い
な
い
気
も
し
ま
す

が
、
懐
か
し
く
感
じ
ら
れ

ま
す
。
今
よ
り
景
気
が
良

か
っ
た
と
実
感
で
き
ま
す
。

　
町
民
の
皆
さ
ま
が
、
羊

の
よ
う
に
穏
や
か
な
一
年

を
過
ご
さ
れ
ま
す
よ
う
祈

っ
て
い
ま
す
。
議
会
広
報

は
行
政
の
動
き
を
的
確
に

お
伝
え
す
る
よ
う
努
力
し

て
ま
い
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
大
松
喜
次
郎

堆肥で育てた
　　　サツマイモ　

手作りのピザ窯での
イベント

平成26年 第4回定例会
一般質問に９人
議会報告会
意見交換会

「応援しょうでぇ～、宇多津っ子」

6

2

15

19

17

知
っ
て
い
ま
す
か
？

議
長
交
際
費

議
長
交
際
費

議長杯ゲートボール大会賞品代   30,000円
建設業協会総会懇親会　　　　　20,000円
記念品代（商工功労者表彰）　　20,000円
町民ゴルフ大会協賛金　　　　　20,000円
商工会歳末大売り出し寄贈品代　20,000円
Art  Award　議長賞　　        　20,000円
　※高額なもの６項目です。毎月の交際費は
　Facebook  宇多津町議会で閲覧できます。

歳旦祭で「浦安の舞」を踊る女の子たち（詳しくは⑲ページ）

わ
か

　づ
ま


